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平成２３年９月中川村議会定例会議事日程（２） 

平成２３年９月１３日（火） 午前９時００分 開議 

 

日程第１ 一 般 質 問 

１番  中 塚 礼次郎 

（１）幹線・地域生活道路の維持管理について 

（２）リニア中央新幹線について 

 

８番  柳 生   仁 

（１）水源の森保全について 

 

６番  大 原 孝 芳 

（１）東日本大震災の被災地支援は今後どのような取り組みが可能か 

（２）村による定期的な地区懇談会開催の必要性について 

（３）８月 26 日に成立した再生エネルギー特別措置法案について 

 

７番  湯 澤 賢 一 

（１）東日本大震災の経験から、さまざまな問題点が明確になった。その幾つかの教訓

を今後の村づくりに生かそうとしているか。 

また、住民の防災意識の継続に対する方策はどのように考えているか。 

（２）減少し続ける村の人口対策について 

 

９番  竹 沢 久美子 

（１）高齢者が安心して暮らせる介護保険制度を 

 

２番  高 橋 昭 夫 

（１）美しい村づくりについて 

（２）天竜川との共生について 
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平成２３年９月中川村議会定例会 

会議のてんまつ 

平成２３年９月１３日 午前９時００分 開議 

○事務局長  ご起立願います。（一同起立）礼。（一同礼）着席ください。（一同着席） 

○議  長  おはようございます。 

ご参集ご苦労さまでございます。 

ただいまの出席議員数は全員であります。定足数に達しておりますので、ただいま

から本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付したとおりであります。 

日程第１ 一般質問を行います。 

通告順に発言を許します。 

１番 中塚礼次郎議員。 

○１  番 （中塚礼次郎） 私は、先ほど通告いたしましたように、幹線・地域生活道路の維持

管理とリニア中央新幹線について、その２問を質問させていただきます。 

最初に、幹線・地域生活道路の維持管理についてでありますが、道路の維持管理に

つきましては、基幹村道、地域生活道路、それから農道など、行政と地域住民の協力

を得て、現在は行われています。 

しかし、高齢化、過疎化の進行に加えて、後継者問題等、道路の維持管理は大きな

課題となってきています。特に山間地域の管理は深刻な問題となっています。 

村内の基幹村道の維持管理につきましては、緊急雇用創出事業でのなかがわ保全隊

の大変な頑張りによって、障害の立木の除去や側溝ざらい、幅員の確保など、通学児

童や車利用者が本当に安全で安心の道路維持管理がされてきています。 

また、地区内の村道、生活道路、農道の管理作業は、主には草刈り、側溝ざらい等

が中心になりますが、地域の関係の自宅生活領域、それから、所有農地の領域範囲の

草刈り等が行われて管理が行われてきておるわけですけれども、それに加えて、基幹

道路ののり面や草刈り作業が個人で行われていなければならない箇所もあります。高

齢化や後継者問題から、今まで感じられなかった負担が大きな負担となってきている

ことが現実であります。 

本年１年の期限となった緊急雇用創出事業のなかがわ保全隊のやってきた道路の維

持管理と加えて、あわせて個人負担の軽減を図る新たな管理体制の早急な構築が必要

というふうに考えます。 

村としてはどのような対応をしていくか、その点についてご質問いたします。 

○建設水道課長  道路の維持管理に関するご質問をいただいたわけであります。 

まず、地域の皆様方にご協力をいただいております河川ですとか道路の維持管理に

関して、施設ごとの区分の管理区分について、まず、お話をさせていただきたいと思

います。 

中川の地区の中にはですね、国が直接、管理をする施設としては天竜川がございま
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す。 

道路は、直接、直轄管理をされているところは、国道を含めて、国ではありません。 

この天竜川につきましては、国土交通省の上流河川事務所の駒ヶ根出張所が改築か

ら、それから通常の維持管理まで一括をして所管をしておりまして、護岸等々の草刈

り等については、年１～２回ほど実施をされているという状況でございます。 

そのほかには、空き缶の拾いですとか、それからアレチウリの除去ですとか、こう

いうものにつきましては、地元の皆様方、また、個人ですとか民間、グループ、団体

を通じて、また市町村も一緒になって協力をしながら管理がされているというところ

が実態でございます。 

次に、国・県道、それから１級河川でありますが、これにつきましては、長野県が

管理をしてございます。県道は、ちょっと、細かく毎年ここをやるというふうには決

まりがないわけでありますが、国道につきましては、民家の集落近くを中心に大体年

１回程度、草刈りがされているところでありまして、地元からしますと、もう少し幅

広く買ってほしいというような方々をいただいておるところでありますが、県のほう

にもお伝えをしながらでありますけれども、予算規模等々もありながら、現状のとこ

ろでご苦労をいただいていると、こんなところであります。 

県道につきましては、毎年、毎年、ここを決まってやるという所はありませんで、

危険倒木が起こりそうなところですとか、それから、極端にひどく草が生い茂ってい

る所等を、そのころ合いを見計らいながらといいますか、村のほうですとか地域住民

の方々のご指摘によりまして、通報や要請をいただきながら県のほうへお伝えをし、

処理をしていただいている、こんな状況になっております。 

河川についても、１級河川は同じであります。 

それから、村道、それから準用河川、村が管理する部分でありますが、先ほどの県

道ですとか１級河川と合わせまして、地域の方々に河川愛護活動、道路愛護活動とい

う中でご協力をいただいているところが大きく寄与していただいているわけでござい

まして、地域の皆さん方のこうした活動には感謝を申し上げているところでございま

す。 

今、お話がございましたとおり、地域の生活道路、それから村の基幹道路、こうい

うものがどういうふうになっているかということでありますけれども、保全隊のお話

がございました。平成 22 年度と平成 23 年度、２カ年間、緊急経済雇用対策という事

業でございまして、きのうもお話がございましたが、約 800 万円という金額を２年間

かけて、村道ですとか、公園等もありますが、それらの整備についてご協力をいただ

いているところであります。この考え方につきましては、毎年の地域でご協力をいた

だいておる、この草刈りという考え方でなくて、その地域の皆さん方にご協力いただ

く、その作業がやりやすくなるように、大きな立木ですとか、そういうものの除去、

それから、側溝の中の泥さらい、それから、路肩にたい積しました土の除去と、こう

いうようなものを中心にお願いをしている状況であります。したがって、どんどんど

んどん草を刈っていくというわけではありませんので、なかなか進捗も伸びないわけ
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でありまして、きのうもお話させていただきましたが、約、平成 22 年度、一年間で

20 カ所、20 路線、箇所を含めてありますが、そのくらいが実施をされているという状

況でございます。やっていただいた所については、丁寧にやっていただいておりまし

て、今までよりは非常に管理がしやすくなったかなと、こんなふうに考えているとこ

ろであります。 

それから、河川についても、地域の皆さん方、危ない目を見ながらやっていただい

ているということは確かでございまして、ご指摘にありましたとおり、各地区の高齢

化ですとか、極端に人口が減るわけではなくても高齢世帯が増えるというようなこと

で、それぞれ、細かい分析をするまでもなく、各地区においては、作業への援助規定

等々を検討をしながら高齢者に配慮をしているところかなあと、こんなふうに思って

いるところであります。その分の負担はどこへ行っているかというと、働きに出たり

しながら農地を守ったり、それから、社会的な仕事をしたり、また、地域への貢献を

しているその次の世代に、この負担が重くかかっているのかなということは十分認識

をしているところでございますけれども、村が単独で、毎年、この維持管理費に計上

しておりますお金というのは約 450 万円ほどございます。そのうち地区への交付金が

約 95 万円という金額を出しておりますが、約 100 万円、その他は、ほとんどが除雪に

使われているというのが実態でございまして、通常の草刈り、除草等々については、

全面的に地域の皆さん方の協働の作業によっているところが非常に大きいと、こんな

ふうに思っているところであります。毎年、毎年、単費でなかがわ保全隊に出すくら

いの金額が出せればいいわけでありますが、先ほど言いましたとおり 800 万円、約

1,000 万円近いお金でありますけれども、全くの単費でこれを出すというのは、非常

に難しいわけであります。お金の、予算の問題ばっかりでは、話が行かないというこ

とは、重々承知をしておりますけれども、予算があるということも現実としてあるわ

けでありまして、どういうふうにして、その部分を調整をしていくかという、難しい

問題かなあというふうに思っております。 

この約 800 万円～1,000 万円というお金がどういうお金かといいますと、大体、各

地域から、毎年、地区要望というものが出されます。22 年度の場合には約 1,500 万円

くらいを、これを、予算を盛ったわけでありますが、約 1,000 万円といいますと、３

分の２くらいの事業が草刈りで費やされてしまうという金額になります。そういう選

択をしながら、でも、なおかつ、そのことによる、除草ですとか、そういう、後、形

に残らない部分にお金を回さないと地域が成り立たないという実態も踏まえながら、

どちらを選択しながら、どういうふうにやっていくかということを考えていかにゃな

らんというふうに思っております。 

一般の道路だけの話でなくて、中山間地の農地付近の農道ですとか耕作道の話も

あったわけでありますが、これは、通常の道路の管理とは別個に考えていただいて、

農地、農家につきましては振興課の担当になりますけれども、農家の戸別の所得保障

とは別に中山間直払いですとか、それから、農地・水の環境保全の交付金の中で、地

域の農道や耕作道を守っていく活動のためにお金が出されておりますので、そちらを、
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ただ配分をするんじゃなくて、どういうふうに、除去ですとか草刈りですとか、そう

いうところへ回していくかというのは、地域ごとの特色が出せる部分だと思いますし、

そういうところを活用をしていただきながら、知恵を出していただいて管理をしてい

ただくと、こういうことかなと思っております。 

いずれにつきましても、早急に切りかえながら、全面的に村のほうで維持管理の草

刈りについての予算を盛ってやるというわけには、すぐは、行かないと思いますので、

当面、地域の皆さん方の維持管理の力をお借りをしながら、引っ張るところまで引っ

張るという言い方は変でありますが、行けるところまでは行きつつ、なおかつ、村の

ほうでどの程度までやっていかにゃならんのかということを考えていかにゃならんの

かなと思います。 

昨日も、ちょっとお話をさせていただきましたけれども、道路、河川、合わせて約

500 本という路線があります。延長にしますと約 300km という路線になりますので、

非常に、これを毎年、毎年、単費をもって管理をしていくというのは困難が伴うのか

なと、こんなふうに今のところ思っております。 

○１  番 （中塚礼次郎） 今、課長のほうから詳しい説明がございました。 

私は、道路維持管理の体制づくりとしては、現状のように自分たちの生活環境は自

分たちで守るということを基本に、地域住民の協力を得て管理を行っていくという体

制が必要だというふうに思います。地域の人たちが協力していただく部分の見直しと、

現在、今、課長のほうから説明があったように、26 地区に 95 万の道路・河川愛護交

付金というものが出ておりまして、これは、道路だけじゃなくて河川の草刈り等も含

まれているわけですので、地区に協力していただく部分、いただく管理の内容とあわ

せて、その部分の見直しというふうなことが必要だというふうに思います。 

それから、地域で道路を管理していくということですが、もう高齢になって、自分

の土地がやっとということになると、やっぱり行動の部分にどうしても手が入らんと

いうふうな状態が起きて、道路管理上では、草も伸び放題というような部分も出てく

るということがありますので、そういった意味では、もう一度、全地区の、その管理

をしていただく地区にお願いする、協力していただく部分を見直して、今まで個人に

託していたけど、これで無理だ、ここは地区の道路の管理の範囲に入れてほしいとい

うような見直しをして、また、その地区に出ておる交付金についても、その管理の内

容と合わせて見直すというようなことをしていっていただきたいというふうに希望し

ます。まあ、予算を伴うことでありますので、来年度もじきということで、早急の、

そういった構築に向けて検討いただきたいということをお願いいたします。 

続きまして、リニア中央新幹線についてご質問いたします。 

リニア新幹線は、東京、名古屋間の 286km という距離でありまして、このうちのト

ンネル部分が 80％を占めるというわけです。南アルプスのＣルートが決定されて、駅

位置問題等で、今、議論、話題となっておるわけでありますが、2011 年、昭和 23 年

の５月 27 日に国土交通大臣が交通対策審議会の答申を受けてＪＲ東海に対してリニ

ア新幹線の建設を指示したということであります。これを受けて、ＪＲ東海は、ほぼ
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３年をかけて環境影響評価を行って、2014 年、平成 26 年には工事に着工して、2027

年の平成 39 年には東京、名古屋間を開通、開業したいとしております。 

建設に向けた動きに対しましては、伊那谷の暮らしや経済の閉塞感を打開する、文

字どおりの起爆剤というふうなことも、声も聞かれますが、しかし、この間、東日本

大震災や原発事故を受けて、リニア計画が見直されるんじゃないかというふうな、思っ

た人たちもおるわけですけれども、それが見直されなんで驚いたというふうな声も広

がっております。 

国交省の交通対策審議会の国民から意見を聞くパブリックコメントでも、2010 年の

７月～８月は、早期に整備すべきと整備に反対、計画を中止または再検討すべきとい

う比較は、134 対 12 と、2010 年の 12 月～2011 年の 83 対 142 に逆転して、さらに、

東日本大震災の４月～５月には 16 対 648 と劇的に変化しております。従来の意見の中

には、「現状以上の速度の向上の必要性は感じない」「環境破壊が懸念される」「財政問

題」などが理由になっておりましたが、震災後は、それに加えて「震災に影響が収まっ

ておらず、新たな大規模な事業進めるような社会的状況でない」「整備費やエネルギー、

人的資源を被災地復興に充てるべき」「原発事故が収束しておらず、今後の電力供給が

不透明」などというようなことが加わっております。 

こうした社会情勢や国民意識への大きな変化にもかかわらず、出された答申は、発

生が予想される東海地震への耐震性を初め、国民の不安や疑問に答えるものとは言え

ません。 

リニア建設について、財政面や安全性などから慎重な対応が必要と考えます。 

そこで、幾つかの問題について村長の考えをお聞きしたいというふうに思います。 

ＪＲ東海は、東京、名古屋間の建設費を 5 兆 1,000 億円、東京、大阪間は 9 兆 300

億円、全額を自己資金で賄うとしながらも、東京、名古屋、大阪以外の中間駅の建設

費、１カ所 350 億円かかるわけですが、県や市町村などの地元が負担するとしており

ます。 

国は、駅の建設費用について、事業者と地元で話し合って合意を得ることが大事と

いうことで、国費は入れないことが前提をなっております。そういった立場です。 

駅の設置については、建設費だけでなくて、周辺整備など多大な予算が必要となり

ます。 

今、地方自治体や国の借金が膨れ上がり、人口減少時代を迎えていることに加えて、

震災の打撃を受けて日本全体の経済や暮らしを立ち直らせるのには、今後、数年～10

数年の歳月や数 10 兆円を超えるという莫大なお金がかかることが心配されます。 

国の財政負担、県、地元市町村、郡境境である中川村への負担も心配されるところ

でありますが、その点、どのように考えますか。村長、お願いします。 

○村  長  昨日は、上伊那と下伊那の真ん中にあって、伊那谷全体の真ん中にある村としてと

いうふうなことも申し上げたところでございますが、この問題に関しましてはですね、

上伊那の一員としましてですね、どういうふうに費用負担するかっていう話も全然見

えていないわけで、そんな話も全然出てきておりませんけども、負担すべき筋合いは
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全くないというふうに考えておりますし、過去にも、長野新幹線とか、その辺でも、

確か市町村では負担をしていないんではないかというふうに思いますし、それによる

メリット、デメリット、降ってわいたような話というふうな印象を私は持っておりま

すし、いいことばっかりではないというふうなことも思っておるわけでございまして、

中川村がリニアに関して何か負担をする筋合いではないというふうに考えております。 

○１  番 （中塚礼次郎） 次に、採算制への不安の天でありますけれども、景気低迷や雇用環

境の悪化が深刻になっておるわけでありますが、国立社会保障、それから人口問題研

究所のデータによりますと、15 歳～64 歳の生産年齢人口というのが、2010 年、8,128

万人から 2025 年には 7,096 万人、13％のマイナスになるというふうに見られておりま

す。将来的に利用者は減るというふうに見たほうが現実的であるというふうに思うわ

けであります。 

東京、長野、開業効果、それから、航空機からの乗りかえだとかアクセスも含めて、

収入増 10％というふうにＪＲの見込は過大なものに、そういった見込は過大なもので

はないかというふうに懸念がされます。 

旧国鉄は、新幹線建設などで 28 兆円の債務を抱えて経営破綻して、国民の血税を投

入して処理する、つくるのはつくっても、なお、利子や年金負担など長期債務が 71

兆円にも膨らんで、そのほとんどが国民負担に押しつけられてきたということがあり

ます。 

リニアが第２の国鉄にならないか心配だというふうに私は考えますが、その点はい

かがでしょうか。 

○村  長  ＪＲ東海さんは、当然、自分たちなりの経営計画、経営判断をされておられるんで

しょうから、恐らく、それなりの戦略があるかと思います。それについて、中川村で

正しいとか間違っているとか、おかしいんではないかとか言える立場ではございませ

んけども、まあ、創造、もう、単純に想像ですけども、恐らく、日本のことだけじゃ

ない、考えておられるのは、想像ですけども、新幹線のリニアのシステムというのを、

中国だとか南米だとか、あちこち、海外に売り込んでいこう、そのための、何ていう

んですか、ショールームというか、まあ、日本のようなことなんではないかというふ

うに想像しますけども、それにしたって、今、昨日もヨーロッパの株価が何か大幅に

下がっておるというようなことで、ユーロもどうなるかわからんというようなことが

あって、世界経済全体が、ちょっとおかしくなっておると、世界に打って出るという

ふうな考え方だとしても、うまくいくのかどうか、ちょっと大丈夫なのかなというふ

うなことを思いますし、何よりかにより、リニア新幹線の目指す、そのスピードとい

うか、便利さっていうふうなものが、やっぱり、何か、前にも、ちょっと何かで申し

上げましたけども、そういう効率主義とか、そういうのが、昔の、古い、昔のってい

うか、今――今も続いているっていうか、だんだん終わろうとしている文明のあり方

かなと、もう少し、そのプロセスを楽しむというか、時間を楽しむというような、そ

ういう生き方みたいなものが、これから、だんだん移っていくと思うので、そういう

ふうなことを考えていくと、リニアというのも、ちょっと、逆に、これから時代おく
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れになっていくのかもしれないなというふうなことは思います。 

ただ、それは、ＪＲ東海さんが考えることであって、そういう危惧を持っていると

いうことにしかなりませんけども、そんなことを感じております。 

○１  番 （中塚礼次郎） 安全性や環境面についてでありますけれども、このリニアの安全性

についてはいろいろ言われておりますが、南アルプス周辺の地形というのは、大規模

な断層の糸魚川、それから静岡構造線と中央構造線が南北方向に通っておるというこ

とで、その間に荷
み

鉾
か ぶ

構造線、仏像構造線、笹山構造線というのがあり、隆起と浸食で

深いＶ字を形成しておると、Ｖ字谷を形成しておるということで、小規模の斜面の崩

落は至るところで見受けられるということであります。赤石山脈は、国土地理院の過

去 100 年間の水準食録によれば、年間３mm、10 年で３cm 以上の速度で隆起していると

いうふうに言われております。ここを横切る形で延長 20km の山岳トンネルが掘られる

計画でありますけれども、今後 30 年間に 87％の発生確率があると言われる東海地震

の地震防災対策強化地域にも含まれておる場所であります。大規模な地震があったと

きに、各所で崩落や地滑りはないか、トンネルの入り口や出口が土砂崩落でふさがれ

る危険性はないのか、延長 20km のトンネルといえば中央道伊那インターから駒ヶ岳

サービスエリアまでの距離に匹敵する長さだということで、計画では８分～10 分ごと

に次々と無人運転の車両が通過することになっており、計算上じゃあ２分 30 秒でその

トンネルを駆け抜けるわけでありますけれども、その間にトンネル内に閉じ込められ

る危険はないのか、火災が起こったときはどう対処するか、安全性は大丈夫か、また、

電磁波が起こす人体への影響についても心配がされます。 

南アルプスは、南アルプス国立公園は、3,000ｍ級の高峰を有する日本有数の山岳公

園ということで、この自然を後世に残すということで、平成 19 年には長野、山梨、静

岡、３県、６市３町１村で貴重な南アルプス世界遺産登録推進協議会というものが設

置され、取り組みがされております。貴重な自然を大規模に壊し、環境を悪化させる

のではないかという心配があります。 

もっと慎重であるべきというふうに思いますが、その点についてはどうでしょうか。 

○村  長  おっしゃるとおりだろうと思います。南アルプス、隆起を続けておって、その下を

河川がずっと掘り続けて、どんどんどん、こう、急になっていっているというふうな

ことで、三六災のときにも崩れた大西山のすぐ、きのうも申し上げましたけども、大

西山のすぐ近くでトンネルから出て、また、すぐにトンネルに入るというような、中

央構造線はまたいでいくというふうなことらしいですけども、特に、そのトンネルの

出入り口の崩落ということが心配だなというふうに私も思っておりますし、電磁波の

ことも、ちょっとよくわかりませんけども、いろいろ心配されている向きもあるとい

うことでございます。 

ただ、それについて、私に、個人的な感想にしかなりませんので、立場上、それに

ついて公式に大丈夫かなという懸念を表明するぐらいであって、それについて判断を

したり、結論づけたりとか、公的に何かを要望するというような立場ではないのでは

ないかなというふうに思っておるというようなところでございまして、やや、ちょっ
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と、なかなか、その蚊帳の外かなという、立場的に、そんな気はしております。 

○１  番 （中塚礼次郎） 私の質問が、ちょっと外れておるんじゃないかというふうに感じる

方もおるかと思いますが、このリニアの研究に関しては、住民である者が、直接、参

加できなくて、行政の長たちは、この会議にも、多分、何回か招集がされて、検討段

階の席についておるんではないかというようなことがありますので、村長としての考

えを聞いておるわけでありますので、個人――村長の個人というふうなことでも結構

でありますので、引き続き、ちょっと、すみませんけど、お願いします。 

リニアの運行消費電力というのが新幹線の約３倍というのが定説というふうになっ

ております。最終の答申の中では、東京、名古屋間、ピーク時に１時間当たり５本走

らせたとすれば27万kwということ、キロワットの電力を使うということであります。

東京、大阪間では、１時間に８本で 74 万 kw と試算がされておって、この 27 万 kw と

いうのは、塩尻市の一般世帯、２万 5,000 世帯ですけれども、１日に使う電力量にほ

ぼ相当するというふうに言われております。 

原発事故を受けて、地震列島に立地する原子力発電所の運転の停止だとか、廃炉に

対する世論の高まりという中と省エネへの取り組みが始まっている現状の中で、ＪＲ

東海はＣＯ２の排出量が他の交通機関に比べて極めて少なくて地球環境保全に最も適

したシステムというふうに言っておるわけですけれども、私は、そういうふうに思い

ません。 

この間、高速交通網が整備されることによって地方都市の主要な人口が大都市に吸

い上げられるストロー現象が社会的な問題となっております。 

長野県新幹線や九州新幹線でも、観光客やビジネスの宿泊数の減少、買い物客の流

出など、具体的に指摘されております。 

最近では、東北新幹線の全面開通によって、青森の中心市街地にあった企業が、コ

ストの削減だとか、そういうことを理由に次々と支店や営業所を日帰り可能な仙台へ

集約を進めたために、中心市街地が空洞化が進行して深刻な問題になっておると言わ

れております。 

高速交通網の整備が地域経済や地域市街そのものに与えるマイナス効果ももたらし

かねないのではないかと思いますが、その点については、いかがですか。 

○村  長  私もリニアのこと、そんなに勉強しておりませんので、よくわかりませんけども、

ちょっと、この間、ある方と立ち話をしていたら、何か既存の新幹線の３倍の電力を

消費という話と、それから、既存の新幹線とそう変わらんというような、いろんな数

字が発表されておって、どれが本当やらわからんなあというふうなことをおっしゃっ

ておりました。そういう意味では、本当のところが、何か、きちんと説明されていな

いのかなというふうなことも思います。 

そしてまた、その一番危惧するところはですね、そのリニア新幹線を走らせるには

ですね、電力が必要だと、ついては浜岡も必要であるというような、浜岡の原発も必

要であるというような抱き合わせになってくるとですね、これについては、ちょっと、

この間も飯館村の皆さん来ていただき、お話を伺ったところですけども、浜岡からちょ
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うど、南アルプス、中央アルプスの廊下を通って 100km というようなことでございま

すので、ホットスポット化というふうなことだって十分に考えられることだというふ

うに思っておりますので、浜岡、そういうふうな意味で、その中川村の、このすばら

しい環境が放射能で汚染されるというふうな可能性については、村としては、何とい

いますか、議会からも、そういう表明をされましたし、村としても、浜岡については

拒否をしていきたいというふうに思っておりますので、浜岡と抱き合わせということ

であれば、リニアについても反対をしていかなければならないというふうに思ってお

ります。 

それから、地域経済への影響ということですが、まあ、いろいろ期待する向きもあ

りますけれども、まあ、観光だとか、その何か生産拠点になって物流になるというふ

うなことについては、あんまり期待できないんではないかなというふうに思っていま

す。 

ただ、まあ、プラス面があるとすれば、昨日も、ちょっと申し上げたかもしれませ

んが、その軽井沢的な、東京、大阪、名古屋にも通勤が可能な、そして、そういうと

ころにしょっちゅう行く機会があるような、まあ、会社の経営幹部みたいな方が住む

ような場所になっていく、そして、それに、そのニーズにこたえるようなお店やサー

ビスが広がってくるということはあるかもしれないなという気はしています。 

でも、その辺は、ちょっと、本当に、おっしゃったような空洞化ということが進む

のかもしれませんし、どうなるかわかりませんけども、まあ、27 年、2027 年のことで

すし、そんな、そういうことに、損だ得だということに、目先、先のことにですね、

踊らされるんではなくて、きのうも申し上げたとおり、よい環境でのびのびと暮らせ

る、そのいい村づくりをしていくということが、どちらにせよ、それが王道だろうし、

そのことに励んでいくということが、どうなったところで、一番いい結果を生むんで

はないかなというふうに思うところであります。 

○１  番 （中塚礼次郎） リニアと浜岡の原発についての関連を強く主張する人たちもおりま

す。確かに、村長の言いましたようにセットだと、リニアを通すことは浜岡を存続さ

せることが条件だというふうなことをＪＲの偉い方が言っておるというふうな話も聞

いております。 

そこで、長野県は南北に長くて急峻な地形が多いわけでありますけれども、地形的

な条件や中山間地の過疎の進行などによって、本来、だれもが保障されるべき移動権

だとか交通権が地域によって大きな格差が生じておるのが現状であります。 

国土と県土の均衡ある発展のために、国や県は責任を持って安全で安心、国民の合

意が得られる公共交通網を整備することが求められているというふうに思います。 

リニア中央新幹線の計画につきましては、今、何点かの疑問だとか不安だとか、心

配を述べましたけれども、ＪＲや国がすべての情報を公開して、リニア新幹線に対し

て立場や考え方を超えた県民的な議論がもっと必要だというふうに私は思うわけであ

ります。 

以上をもちまして、私の質問を終わらせていただきます。 
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○議  長  これで中塚礼次郎議員の一般質問を終わります。 

次に、８番 柳生仁議員。 

○８  番 （柳生  仁） 私は、さきに通告いたしました水源の森の保全について一問一答式

で質問してまいります。 

中川村、森林面積が村の面積の約 76％と多くを占めておりまして、その多くが民有

林であります。この中で、村内の奥山再生、里山整備について伺ってまいります。 

私たちが生きる上で欠かせないきれいな空気や水は、おいしい水は、森から運ばれ

てまいります。そして、農業の基本となる土づくりも森と密接なつながりを持ってお

ります。 

また、森の養分は、川から海へと流れて、沿岸の魚介類を育てるのに重要な役割を

果たしております。 

しかし、日本では、戦後、原生的な自然林の多くが伐採され、奥山から里山に至る

まで、広い面積が人工林に変わってまいりました。 

50 年前の伊那谷を襲った、あの三六災を考えてみますと、あの当時の中学生の作文、

濁流の洞、これは、前回の議会のときに総務課長が１回読んでみろと言われましたん

で、行ってみました。このときに、子供たちの作文で、「川のはんらんは自然災害だろ

うと思います。でも、山崩れは人災ではないか」と、こんなふうに書いてありました。

あの三六災から 50 年、山は見事に復活し、多くの方の努力によって緑の山が出てまい

りました。 

しかし、その後、木材価格の低迷により間伐などの手入れがおくれていると思われ

る下草の山が、今、林道などを走ってみますと、大変気になります。 

今、野生鳥獣の被害が全国的にも大変問題になっておりますが、この奥山の再生を

図り、獣のすみかのある山づくりと大雨などの災害に強い山づくりが大切じゃないか

と思っております。 

村として、村内の人工林の手入れ、個人山の手入れなどをどのようにされているか

伺います。 

○振興課長  それでは、私のほうから答弁をさせていただきますけれども、ただいま柳生議員が

おっしゃられたとおり、最近の木材価格の低迷、それから、この植林した山っていう

のは、植林してから大体 50 年ぐらいたたないとお金にならない、それから、その間に

下草刈り、あるいは間伐、枝打ち、そういった維持管理も費用がかかるという中で、

なかなか山林については手入れが行かなくなっている、要は、山林によって――山林

経営によって収入を得ていくっていうのが非常に難しい時代になってきているという

のが１つあるかと思います。 

それから、もう１つは、過去には一生懸命山林の手入れをされていたり、あるいは、

過去には、古くは、今みたいな化学肥料等がありませんでしたので、山を取得したり

借りたりして山の落ち葉等をかき集めて農地へ有機質として入れる、あるいは、たき

ものとして山を管理する、そういったことがされておりましたけれども、時代が変わっ

てまいりまして、エネルギーも、電気、ガス、灯油、そういうものに変わってきて、
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また、肥料等も化学肥料に変わってきたために、山林というものの利用が過去ほど必

要でなくなってしまった、こういったことがあろうかと思います。 

それと、もう１つは、以前の皆さんは自分の山の境界がよくわかっていた、ところ

が、世代が変わってきまして、自分の山があるっていうのは承知しておっても、その

山がどこにあるのか、あるいは、お隣の方との堺がわからない、そういったことから、

管理に対する関心が薄れていることもあるのかなというふうに思います。 

以上です。 

○８  番 （柳生  仁） 今、ただいま山林に対する関心が薄れておるというような答弁であ

りましたが、もう１点、伺いますけども、こういったおくれた山の手入れに対して指

導はされるつもりがないかどうかっていうことであります。今、言われたように林業っ

ていうのは非常に手入れに金がかかるわけですけども、これに対して、村として林業

の手入れに対して、個人山に何らかのアドバイス、広報などされているかどうか、も

う１点、伺います。 

○振興課長  山の手入れに関して、現実的には検討の補助金がございます。そういった補助金に

ついて、一応、森林組合のほうで、本人にかわって代行をするような仕組みになって

きておりまして、また、森林の手入れについては、やはり専門的な知識も必要という

中で、森林組合のほうが中心になられて、山の所有者等からの相談、対応、まとめて

扱っているのが現状となっております。 

○８  番 （柳生  仁） ただいまの山の手入れについては、森林組合に任すというような表

現に聞こえましたが、振興課も無視できない存在と思っております。 

この山の手入れでありますけども、専門的な方をお願いすると、前例がありました

ようにたくさんのお金がかかるわけであります。そういったことで、小さい面積の方

は、なかなか手入れが行き届かない部分があるわけですが、最近、出ているもので、

山をやっている人は関心を持っている鋸谷さんっていう方であります。この方は、金

のかからない山の手入れ方法を訴えております。それは、大人でも子供でも参加でき

る手入れ方法で、木の巻き枯らしであります。これは、ハイキング的な気分で山へ行っ

てもらって、残す木を、全部、テープで残しておいて、あとは要らない木を――要ら

ないって言うのはおかしいんですが、巻き枯らし間伐をするのに、のこぎりと竹べら

くらいでもって木の皮をむくという仕組みであります。これがぼつぼつ浸透し始めま

して、学校の子供さんの教育にも役立つと、それで、自然と子供の触れ合いっていう

んですかね、そういったこともできると書いてあります。この中に書いてある中で、

イワナの住む森をつくろうと、こんなことも言っております。今、植林しただけの暗

い山ですと、魚も住まないような川になってしまうそうであります。これをうまく間

伐していきますと、ここにありますが、針広混交林っていう言葉がありまして、針葉

樹と落葉樹が混ざった適正な山をつくると災害にも強いし、ここに虫もわいてくれば、

小さな動物も集まる、獣も集まる、自然環境ができると言っております。 

私は、村として、こういったものを考えつつ、森林整備を進めていく必要があると、

森林組合に任せるんではなくて、村も真剣に取り組んでもらいたいということを伺い
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ますので、もう一度お願いします。 

○振興課長  補助事業等による間伐とか、そういったものについては森林組合のほうへお願いを

しておりますけれども、村も全くしていないわけではなくて、住民の方への情報提供

等は行ってきております。 

ただ、現在、中川村役場では、振興課で林務も扱っておりますけれども、耕地林務

係ということで、正規の職員２名体制であります。その中で、この 70、村の総面積の

76％を占める山林、これについて、ほぼ村の面積の４分の３が森林ということで、非

常に広大な面積を持っております。そんな中では、村としては、なるべく所有者の方

にも山林へ入りやすいような整備ですとか、今まで、そういった方面に主力を注いで

きておりまして、また、林道等もつくっただけではなくて、つくった後も、それらの

維持管理も必要という中で、なかなか、職員も２名体制では難しいんですけれども、

おっしゃられる情報提供等については、今後、必要な情報提供については、やってい

きたいというふうに考えます。 

○８  番 （柳生  仁） 振興課でも対応しているっていう話でありますけども、村長のよく

言われる内発的という、また、新しい発想という仕組みの中で、多分、森林組合でも、

この巻き枯らし方法は十分承知しております。しかし、これは、何でもかんでも巻き

枯らししてしまうと、山の方々の仕事がなくなってしまうんで、私は、そう申してい

るわけじゃなくて、巻き枯らしは、チェーンソーをしょって行って、大変な場所じゃ

ないところを、歩いていって、のこぎりと、かまや竹べらぐらいでもってできる方法

でもって楽しめるという、そういった方法も一つの教材の仕組みでもあるし、取り組

んでいかなきゃいけないかということを、新しい発想かどうかわかりませんが、でき

ないかと、そして、災害にも、あと、何よりも災害に強い山づくりができないかとい

うことを、もう一度伺います。 

○村  長  通告書にもございますように、国有林とか村有林とか民有林とかあって、今、中心

でお話をいただいているのは民有林の場所だというふうに思うんですけども、そこに

つきましてはですね、もう、大原則として、個人のものというようなところで、その

部分をですね、本来は、ですから、個人の方が持っておられるので、その所有者の方

が管理するというのが筋だというふうに思いますし、また、その人の山を、これは、

巻き枯らしっていうんですか、その間伐とかいうのをやってしまうというのも、逆に、

法律上、問題もあるかというふうに思いますので、今、先ほど振興課長のほうから申

し上げましたように、森林税なんかも生かした形の制度とかというふうなこともでき

てきて、森林組合のほうで、その提案書みたいなものをつくってですね、所有者の方

に、今、こういう制度があって、こういうふうにやれば、これだけの負担で管理がで

きるよと、間伐した物も、これぐらいで、今、相場で売れるようになるから、こうい

う形でできるけどどうかというふうな、そういう提案をですね、個々の、まあ、どこ

まで、今、結構、細切れになっているところがあったりするので、難しい部分もある

かもしれませんけども、森林組合のほうで、そういうような取り組みをしておるとい

うようなところでございまして、その辺のところも、また、いろいろ相談をしながら、
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一緒にやっていかなくてはいけないのかなというふうに思っているところでございま

す。 

○８  番 （柳生  仁） ただいま村長から個人山だで手がつかないというような表現もあり

ました。確かに個人山でありますけども、当然、地主さんと相談をして、こういった

方法をやってみないかというようなアドバイスもおもしろいんではないかと、地主さ

ん、前段、言われましたように、費用のかかることは、なかなか収入が生まれないの

で手がつけられないわけでありますけども、こういったモデルケースもおもしろいん

じゃないかと、こういったことで、三重県の大台町の役場の担当者が言っておりまし

たけど、山っていうのは、やっぱり民有林であっても公的な非常に価値観があるんだ

と、前段、言いましたように、山の木は確かに個人のものであります。でも、我々は、

そこから流れてくる水に非常に大きく恩恵を被っております。それは事実だと思いま

すけども、そういったものに対しましてはですね、その山は個人山だでもって行政は

知らないよっていう考えじゃなくて、もっともっと前向きな姿勢を持ってもらいたい

と、こんなように思うわけであります。 

ところで、村内の山の地主さんの把握っていうのは、村ではしっかりされているか

どうか、最近では、知らないうちにもって村外の方々が購入して、気がついたら県外

の方だったとか事例がありますけども、その点はどうなっておりますか。伺います。 

○振興課長  村での一番基本的な所有者の把握っていうのは、これは、もう、固定資産税の課税

台帳です。これにつきましては、土地につきましては、基本的に売買がされた場合、

法務局のほうへ所有権移転の登記がされます。その通知が参りまして、税務のほうで

村の課税台帳の所有者を変えるという手続をしています。基本は、この固定資産税課

税台帳だと思います。 

それから、もう一つ、山に関しましては、俗に林班図というものがございますけれ

ども、これは地形図で、10 種、それから保安林等の指定の状況、あるいは所有者の情

報、樹齢の情報とか、そういった山に関する情報で、地図化、あるいはデータ化した

ものがございますけれども、その方は、所有者の変更については、ちょっとおくれお

くれになりますけれども、一応、そういうものもございます。 

○８  番 （柳生  仁） 中川村では、所有者がはっきりわかると言っておられるんで安心し

ましたが、北海道では、ちょっと飛んですみませんが、山の所有者がちょっとわかり

にくいっていうことで、ある住所へ、全部、手紙を送って回収したところ、約半分が

不在だったということで、どこにあるかわからなかったと言っておりますけども、振

興課でしっかりしているんで安心しましたので、その点は期待をしております。 

また、わかるっていうことになれば、前段、申し上げました新しい仕組みの実験的

巻き枯らしも可能かなあと、こんなふうに思うわけであります。 

水源涵養保安林について伺ってまいりますけども、これも村民の方から言われまし

て、水源涵養保安林ってあるんだけども、一体、何なんだと、名前のとおりでありま

すけども、実際、保安林の機能を果たしているかというふうに聞きました。その方、

言われるのに、前段、言われましたように、手入れの行き届いていない地面のむき出
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しの山、こういったところも保安林に入っているんだと、村としてどのように認識し

ているかっていうことを言われましたわけですけども、林野庁の資料から調べてみま

すと、保安林は 16 項目あります。この中が水源涵養保安林が一番上にあるわけですけ

ども、「水源地の森林が指定されます。」と、「その流域に降った雨を蓄えて、ゆっくり

と川に流すことで、いつも平均した流れを保ち、安定した水の確保に効果を発揮いた

します。」と書いてあります。 

村では、こうした保安林周辺の行き届かない山林についてどのような考えを持って

おるかお伺いします。 

○振興課長  ただいま柳生議員がおっしゃられたとおり、保安林について、種類的には 17 種類あ

りまして、水源涵養の保安林については、今、柳生議員がおっしゃられたとおりの内

容でありますけれども、この 17 種類の保安林の中で水源涵養保安林につきましては、

ほかの保安林と比べて非常に規制が緩くなっています。例えば、都道府県理事の許可

を受ければ伐採もすることできます。 

先ほども答弁の中にあったように、基本的には個人の山ですので、個人で管理され

る中で、例えば届け出をしていただいて伐採等の管理をしていただければありがたい

と思っております。 

中川村におきましては、当村の保安林は、すべて全部で 1,395ha あります。このう

ち水源涵養保安林っていうのは 1,011ha になっております。保安林の中で 72％を占め

ているっていうことで、陣馬形周辺、それから四徳が非常に多くございますけれども、

管理云々を除けば、指定的には、水源の森として指定の範囲は、一応、一定の保全が

なされるような形になっているんではないかというふうに思います。 

○８  番 （柳生  仁） 前段、16 項目って言いましたが、17 項目でありますので、間違いま

した。訂正します。 

今、保安林の中で、やっぱり手入れの行き届いていない山がありますので、それに

対して、保安林なんで、もっとしっかり手入れしてほしいっていうようなことのアド

バイスを、村として、振興課として、しておられるかどうか、もし、できない場合は、

こんなのがありますよっていうようなアドバイスをしておるかどうかをお伺いします。 

○振興課長  現実的には、保安林の中でも、計画的に、ある程度、一定のまとまった範囲で、伐

採、植林等されている箇所も村内にはございます。ただ、場所によっては、そういっ

たまとまったことが行われていない、あるいは、管理所有者事態がかなり村外へ転出

されているような箇所も数多くあります。そういった中では、なかなかまとまった形

ができていないのも現実ですし、指導等の必要性があるかと思いますので、広報的な

ものっていうか、周知的なものについては、今後も検討していきたいというふうに思

います。 

○８  番 （柳生  仁） ただいま、保安林について、手入れの行き届かないところは今後も

指導をしていきたいというふうに理解をしております。じゃあ、そういうことで。 

水のことでありますので、水道建設課長、おりますので伺いますが、佐久市では、

水を市民全員に理解してもらおうっていうことから、水資源シリーズを５回やり、７
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月 30 日にシンポジウムを行いました。本当にすばらしいことだなあと思っております。 

中川村でも、10 数年前ですか、大草地区も片桐地区も断水寸前のときがありました。

大草地区では、丸尾地区の川から水を導入し、何とか賄い、タンクの底が 50cm しか水

がないときがあり、本当に役場職員の方々の献身的な努力でもって何とか断水を免れ

たという経過があります。西地区でも、急遽、井戸を掘って、今は断水にならない対

策をとっておると思いますけども、そのころの断水の経験っていうのは、将来に大き

く警告を発しているんだなあというふうに思っております。 

ここで、村民に水というものを理解してもらうためにも、水道課として、この水の

大切さをどのようにとらえるかということの、この計画を立ててもらえればありがた

いなあと思うわけでありますが、私たちが飲んでいる水ですし、農耕をしている水、

地球上の中で 0.01％しかないと、ほんのわずかしかないわけであります。この水を大

切に使うためにも、水というものを村民にわかってもらう勉強会をしてもらいたなあ

と、記載されていないかもしれませんが、もし、お答えできれば、いただきたいなあ

と思います。 

○建設水道課長  水に関する勉強会、シンポジウム等々の話かと思いますが、村民を対象にした、そ

ういう学習会の検討があるかといいますと、予定は今のところしておりません。 

水に関することにつきましては、水道係等々を中心にしまして、小学校の子供さん

たちが、ある一定の学年になりますと、下水も含めてでありますが、上水、下水につ

いて、現地を含めながら、どうやって飲む水ができるか、また、その水がどうやって

運ばれてくるか、どういう恩恵を与えているか、こういう学習を、毎年、毎年、４年

生と３年生を対象に来ていただいております。そういうことで、一応、ちいちゃいと

きから、そういうもの、水の大切さというものを学習をしていただいているというこ

とで、特に村民を対象にして、そういう学習会を検討をしているかということは、今

のところございません。 

○８  番 （柳生  仁） 小さいうちから学ばせているんで、今はしないっていいますけども、

我々の貴重な水の流れというものを大人にも知ってもらうことは大事かなと思ってお

ります。 

次に林業振興審議会の役割について伺ってまいりますけれども、これ、村民の方か

らですけども、「過去 10 年も、会議しなんだんだに。」ということを言われました。きっ

と、この方は、相当長い間、林業振興審議会の会議がなかったという判断から 10 年っ

ていう言葉が出たかと思いますけども、昨年８月に議会の改選がありまして、新しい

林業振興審議会ができるわけですけども、村の名簿を見てみますと、昨年の 10 月 31

日でもって、この任期が終わっておるわけであります。それから１年が経過して、い

まだに会議が開かれておらないということで、村として、この林業振興審議会の位置

づけをどのようにとらえておるか伺います。 

○振興課長  林業振興審議会につきましては、中川村林業振興審議会条例、これに基づきまして

設置しておりますけれども、その任務は、村長の諮問に応じて中川村森林整備計画及

び森林進行に関する重要事項について調査及び審議を行うというふうになっておりま
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す。 

22 年度につきましては、一応、１月～３月の間に開催したいということで準備を進

めていたようですけれども、たまたま担当しております耕地林務係のほうの業務の中

で、新たに平成 23 年度から農地・水環境保全管理支払交付金の向上活動支援交付金事

業、これが新たに始まるということで、村内 20 地区で、これを取り組みしたいという

ような希望がある中で、その対応に追われてきたということと、林道の災害復旧等、

通常業務以外のことも対応に追われまして、開催時期を逸してしまったというふうに

聞いております。 

今年度につきましては、林業振興審議会において調査及び審議をしていただきたい

事項が既にあります。今年度は開催をしていきたいというふうに思っておりますので、

よろしくお願いします。 

○８  番 （柳生  仁） 今年度は審議の内容があるんでするという表現だと、前回は審議の

内容が少なかったのかなというように思いますが、村長の諮問機関っていうことでご

ざいますけども、村長、非常に多用でありますので、こういったことは、やっぱり、

専門的な振興課の職員のほうから、村長、こういったことは必要でありますというこ

とで声がけして、やっぱり会議を開くべきじゃないかと、それで、行政的に必要と思

うのでなくて、審議委員を集めて会議して、その意見を聞くことも大事じゃないかと、

こんなように思っております。 

それで、村長に伺いますけども、村長は村の貴重な財産を守る最高責任者として存

在あるわけであります。元村長の宮崎正直様に聞いてみますと、「当時、わしらは、年

１回は、腰になたをつけて境の見聞をしたもんだ。」と、「今、おめえら、どうなっと

るんだ。」と、「ちったあ行っとるか。」と、こんなふうにげきを飛ばされましたが、村

長は山の見聞についてどのようにお考えですか。 

○村  長  区有林の、何ていうんですか、葛島の区有林の作業とか、あるいは陣馬形、この間

ものろしを上げるというふうなことでありましたけれども、そういうようないろんな

機会のときに、陣馬の森整備とか、そういうときには、山のほうにも入っております

けども、それ以外では、現状は余り行っていないというところがございます。沢入の

水源地の、あそこら、あの辺なんかは行って、その周辺、水源地の水をとっている所

のあたりなんかには、時々行く機会がございますけども、そこから、さらに、あの奥

のほうまで入っていくというようなことは、していないというふうなことがあります

ので、また、担当のほうの、何ていいますか、アドバイスといいますか、提案といい

ますか、ここんところのこういう状況があるんでというふうなことで、見に行くべき

だというふうなことを受けて行きたいというふうに思っています。今、お話があった

四徳の小河内洞ですね、小河内洞の橋が落ちたり、あるいは、そのもう少し上のほう

で斜面が崩れて道が落ちたりというふうな、そういうところの箇所のついては、見に

行ったりしてしておりますけども、それ以外のところについていは、今のところ余り

行っていないというのが現状でございます。 

○８  番 （柳生  仁） 山の境は、国調も終わってきて、また、１年に１回行かなくてもず
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れるもんではないんですけども、私は、年１回、全部見られなくても、４年間のうち

に、区割りして、しっかり見るべきじゃないかと、こんなことをお願いしたわけであ

ります。 

ちょっと同級生の話、しますけど、自分の同級生で１人、毎朝ですね、お墓のお参

りをして、自分の土地境を必ずチェックするという、そういう同級生がおります。「自

分の財産だで自分の目で見るんだ。」と、「これが基本っちゅうもんだに。」って言われ

ましたけど、自分らは、山等は、そんなに毎回、見に行かれませんけども、村長、ぜ

ひとも、村民の貴重な財産でありますので、年１回、区割りかけてですね、見聞して

もらって、これが中川村の財産かということを見てもらい、そこに、どんな大木が生

えているのか、手入れをしなきゃならない木があるのか、そういったところを見ても

らいたいとお願いします。 

次に、最近、ニュース等でも聞くと思いますけども、外国人の投資家が日本の山に

注目いたしております。こうした中で、これらの山をターゲットにするのは、ほとん

どが民有林であります。 

山をどうやって買うかって伺いましたところ、個人対外国人では、なかなか購入が

できないそうであります。そこで、やっぱり不動産屋さんを通して山を売って、それ

が外国の手に渡るんだというふうに聞いておりますが、この情報のほうは、日本熊森

協会っていうのがありまして、この日本熊森協会では、外国人が三重県の大台町の池

ゲ谷っていう山、これ、個人山で 679ha あります。これを買収にかかったということ

で、慌てて調査をし、その地主さんと相談をし、「ちょっと待ってくんな。」というこ

とで、全国の会員に呼びかけまして、最終的には、ここに 9,000 万円って書いてあり

ますが、1 億 790 万円っていう金を 3,794 人の方々から募集して、この山を保全した

と、ＮＰＯ法人奥山保全トラストでありますので、将来にわたって保全するんだとい

うことでありました。 

まだ、中川村には、こういった外国人からの話はないかもしれませんが、こういっ

た話があったときに村としてどういう対応ができるのか伺いたいわけでありますけど

も、実際に、個人山で手入れができなくなったりとか、ちょっと手放したいというと

きに、どうしても不動産屋さんのほうが話がしやすいっていうことから、そっちへ行っ

てしまうケースがあると思います。村で、こうした個人山で売りたい方がおった場合

に受け皿があるかどうか、農地にあっては、農業委員会がきちんと精査して売り買い

しておりますので、相当、間違いはないわけでありますけども、山林は自由になって

おりますので、そのところを村として受け皿をつくってもらえるかどうか伺います。 

○振興課長  それでは、私のほうから答弁をさせていただきますけれども、確かに、一応、こう

いった売買につきましては、基本的に、１つは国土利用計画法で、都市計画区域にお

いては 5,000 ㎡以上、それから、都市計画区域以外の区域については１万㎡以上の土

地取引については県知事への届出が義務づけられております。これにつきましては、

契約締結後ということで、契約締結後２週間以内に土地の所在する市町村役場へ届け

出るということになっております。これ、届出がされなかったりおくれたりした場合
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は、当然、罰則規定があります。 

また、森林法の一部改正が、つい先ごろあったわけなんですけれども、この外国資

本による森林買収の対応の一つとしまして、県が策定した地域森林計画の対象となっ

ている民有林、これ、中川村はすべて対象になるかなというふうに思いますが、新た

に森林の土地の所有者となった者は市町村長に届け出るということが、この来年、24

年の４月１日から、この制度が施行されます。 

ただ、この新たな制度については、国土利用計画法、さきに述べた国土利用計画法

による届け出をされた場合は除外されます。 

これらは、今、説明したとおり、事後の届け出であります。事前に掌握するってい

うことはできないという状況の中では、こういった大規模な山林買収の話があったよ

うな場合は、山林所有者の方から等からも、ぜひ、村のほうへ情報提供をお願いをし

たいというのが１点ございます。 

それから、日本熊森協会、それからＮＰＯ法人奥山保全トラストのお話がございま

したけれども、これらにつきましては、もともとのこれらの組織は、多種多様な生き

物の生息地であり、正常な空気と水の源である奥地の自然林を保全することによりま

して、種の多様性の保たれた自然生態系の保全に寄与し、多くの人々のその価値を伝

えていくことによって自然と人間の共存を実現するというような目的となっておりま

して、行政が全く関与していない組織です。このような組織が一般の皆さんによって

組織されるっていうのは、多くの人々に、この森林の保全の関心を持っていただくっ

ていう上では、非常にいいことだというふうに思いますし、必要かと思います。 

過去に村が民有林を取得した例が、ちょっと幾つかございますので、簡単に報告さ

せていただきますと、陣馬形山頂付近の山林を景観保全のために取得したというのが

１件ございます。ご承知のとおり、陣馬形は、中央アルプス、南アルプスの山並みを

望むとともに、北は辰野あたりから飯田の南まで望めるという、非常な、この伊那谷

唯一の景勝地というふうに言われておりますけれども、その景観を保全するために取

得を行っております。 

それから、南向地区の村営水道の水源であります沢入におきまして、県内の方が、

その山林を取得しまして、これ、水源等のすぐそばなんですけれども、このままでは

水源に影響が出ては困るということで買い取った例がございます。 

それから、桑原地区では、広大な山林等を所有者が管理できないということで、村

へ寄附された例もありますし、そのほか、個人の、やっぱり山の所有者が、自分では

管理できないということで村へ寄附された例等はございます。 

民有林の取得が必要な事例が発生した場合につきましては、これらも、すべて、議

会の皆さんにも協議しながら進めさせてきていただいておりますけれども、今後も、

このような事例が発生した場合には、やはり、議会の皆さんへ協議しながら進めさせ

ていただきたいというふうに思っていますので、よろしくお願いいたします。 

○８  番 （柳生  仁） 過去にも民有林を村が買い取った事例があるということで、大変力

強いわけでありますけども、村が買い取ってもらえるかどうか知らない事例もあると
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思うんで、そういった広報も流してもらってもいいのかなあと思うわけでありますけ

ども、そういった広報を流すわけにはいかない、困った方は村へ相談してよというよ

うな広報を流すわけにはいかないかどうか伺います。 

○村  長  陣馬形の山頂につきましては、景観というか、そういう公園をつくる、公園だった

んですよね、公園としての必要性があって買ったわけですので、要らない土地があた

ら、どうぞお売りくださいというような形で広報することはできないというふうに思

います。それは、山でも家でも農地でも、何でもかんでもそうだと思いますけども、

どうぞ処分に困ったものは村のほうにどうぞというふうなことは、言うことはできな

いと思います。 

○８  番 （柳生  仁） 要らない土地を何でもかんでも村へ言っておいでっていうんでなく

て、困った方は村へ相談してよというくらいな、ぬくもりのある対応をしてもらいた

いと思います。村長、もう１回、そこんところお願いします。 

○村  長  相談はどんどんしていただきたいというふうに思いますけれども、村で、手入れに

困った場所については村で買い上げるというような広報をすることはできないと思い

ます。 

○８  番 （柳生  仁） 相談に乗ってもらえるということなんで、そのことは、また、相談

でもって、また、新しい方向に進展するのかなあというふうに理解をいたしておりま

す。 

次は、広域林道、陣馬形の管理について伺ってまいりますが、今年６月の定例のと

きに、100 枚余、100 枚のグレーチングが盗難に遭ってしまったということで補正がつ

けられまして、このほど、ほとんど入ったのかなあと思っております。 

振興課長に伺ってみましたら、早速、現場へ出向いて、古い方がいっぱいあるんで、

寄せ集めて、うまく対応しながら入れ替えてきたよというんで、なかなか、さすが振

興課長は心得ておるなあと、無駄のないような対応をしてくれたというふうに思って

おりまして、感謝しております。ありがとうございました。本当に結構なことだと思

います。 

そうした中でですね、見てきますと、わかりにくい所がとられたのかなあと、要は、

芝等をかぶったりとかいう部分が比較的とられやすいのかなあと思ってきました。そ

れで、ここ数年、陣馬形線の平らな部分をずっと走ってみますと、一部は竹の根っこ

とか草とか刈ってくれておりますけども、落石とか崩落とか風倒木、年１回くらい掃

除してもらっていいわけですけれども、なかなか掃除がされておらないと、中川村で

は日本一美しい村連合に加盟して、今、陣馬形に多くの観光客がお越しいただいてお

ります。自分も、物好きに山へ登ってお客さんと話してみますと、「本当にすばらしい

景色で大満足であります。」と、「日本でも、これだけの風光明媚はない。」と喜んでお

ありますが、その反面、「途中が怖くてねえ。」と、こんなことを言っておられます。

陣馬形線の基幹林道の清掃等、どのようにされているか、希望としては、年２回くら

い清掃して、お客さんに楽しんでもらう環境をつくる必要があるんじゃないかと思っ

ておりますが、その清掃の状況をお願いします。 
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○振興課長  それでは、私のほうから答弁させていただきますけれども、広域林道陣馬形線と黒

牛折草峠線、これにつきましては、おっしゃられたとおり、陣馬形山への登られる方

の道も兼ねております。そのために、これに関しては、毎年、秋に草刈りを１回行っ

ております。それから、未舗装部分の路面整備、側溝の土砂除去ですけれども、側溝

土砂除去については、すべてというわけにはいきませんけれども、対応が必要な所に

ついて、年２回行っております。それから、支障木の伐採なんですけれども、平成 21

年度に緊急雇用創出事業により行っております。ただし、これ、毎年とはいきません

ので、本年度については、黒牛折草峠線の一部について、職員が出向きまして支障木

の伐採は行っております。 

また、本年度ですけれども、広域林道陣馬形線についてですけれども、緊急雇用創

出事業補助金によりまして、側溝の土砂除去を、今、行っております。 

やっていく中で、ちょっとこれでは、余り長い間ができないかな、要は、沢入のほ

うからずっとやってきているんですけれども、でき切らないかなということで、今回、

９月補正で予算のほうをお願いをしておりまして、できれば、風三郎のあたりまで、

この間が一番大変なもんですから、そこまで何とかできないかなということで予算の

ほうを補正を出してございますので、また、ご審議のほうをお願いしたいと思います。 

○８  番 （柳生  仁） 年、何回か清掃されているっていうんですけども、観光客はですね、

沢入から三共のほうへ抜けていく、ずっと横を横断していって南陽のほうへ抜けてい

きます。その途中、ずっと、風三郎から南のほうが非常に滑りやすく、また、結構崩

落も多く、きれいになっていないなあと見ております。何年か前は大崩落がありまし

て、建設業の方々が工事が行われたんできれいになりましたけども、そのうち、なか

なか、その整備が行き届いていないなというふうに思っております。ぜひとも、でき

ることならば、中組から上がってくる、もとの陣馬形線の交差点付近まで、平らな部

分でありますけども、予算もかかりますけども、整備、進める方向をお願いしたいわ

けでありますが、そこまで整備は難しいでしょうか。振興課長、お願いします。 

○振興課長  どうしても、陣馬形線については、のりがきついということもありまして、大雨等、

降ったときには崩れたりすると、それから、広域林道陣馬形線から中組の間ですね、

これについては、ほとんど未舗装という中、上の平らな部分は、広域林道陣馬形線か

らパラボナのあたりまでは未舗装ですね。 

○８番（柳生仁） 風三郎から中組のところ、風三郎から中組まで。 

○振興課長  林道陣馬形線を通って中組へ下りてくるというルートですよね。はい。中組へ下り

てくる部分については、一部、未舗装ありますね。そういったところが、大雨等によ

りまして、非常に道が荒れる部分もございます。なかなか、その予測がつかない、あ

るいは、毎年このぐらいで何とか維持管理ができると思っておっても、たまたま大雨

等のために確保した予算だけでは足りないというような状況も出てきております。な

るべく対応はするようにはしているんですけれども、どうしても予算という制限がご

ざいますので、単年度でできない部分があることはご承知おきいただきたいと思いま

す。 
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それから、振興課のほうで観光も扱っておりますので、あわせてお話しますと、村

外からの方々で陣馬形へ行かれる場合に、一番案内しやすい道が今錦さんから美里へ

行って、黒牛から風三郎へ出て、それから陣馬形線を少し走って黒牛折草峠線を上がっ

ていただくというのが比較的わかりやすいということで、常は、ほとんど、その道を

案内しております。ところが、今年は、黒牛で、一時、工事がございまして、逆に迂

回路がわかりづらいということで、沢入等から入っていただく、沢入から回っていた

だいたりとか桑原から入っていただくというような案内もさせていただいたんですけ

れども、常は美里から上がっていただくような案内を主にさせていただいております。 

○８  番 （柳生  仁） 今、質問のほうが悪かったのか、矢田黒牛線を上がっていって、風

三郎の神社へぶつかりまして、それから南の南陽のほうへ向かっていく道路が、どう

も、ずっと清掃されていないなあというふうに、ちょっと申し上げたつもりが、ちょっ

とへたくそな質問でありましたが、いろいろ言っておってもしようがないんですが、

ぜひとも、予算もかかりますけども、観光道路でありますので、お客さんが泥や石こ

ろで滑って事故があったんでは、何の観光道路よというふうになってしまいますので、

自分は、まめに林道を上がっておりますので、多分、課長よりおれのほうが上がって

いるのかな、知っておりますので、ぜひとも整備をお願いしたいわけであります。 

それから、以前には桜の木が植えてあったような気がしますけども、小町園さんの

寄贈で、最近は、桜の木も見えなくなり、路肩から木が茂ってきております。できる

ことならば、林道の路肩から何ｍか、水平何ｍかは、村で用地、買収して、そして、

景観のいいような林道整備ができないのかなあ、そうしますと、枝が垂れてくるとか、

そういうことないんですけども、今現在は、大変、枝が垂れさがってきております。

だから、安全上の問題もありますので、そういった方法ができないかどうか、特に景

観道路でありますので、そして、今度、桜でも植えられれば、きれいな道路ができる

かと思いますが、村として、その林道の路肩から４ｍくらいか、そのメートルの幅は

わかりませんが、買収して管理できないかということを伺います。 

○振興課長  今、桜の話が出ましたけれども、この桜につきましては、長年にわたって桜の品種

保存のための研究や苗木の育成をされておりました故松沢三郎さんが、たくさん育て

た桜の品種、これを、ぜひ保存したいというようなお話がございまして、何とか、ど

こか植える場所がないかというような相談が、当時、村のほうへあったようです。村

のほうとしましては、陣馬形線沿いののり面への植栽はいいんではないかということ

で許可をしたようなんですが、以後、松沢さん自身が植えられまして、管理をされて

きたということでありますが、なかなか、ああいった山ですので、クズの葉とか、い

ろいろ巻きついてしまって大変ということで、松沢さん自体、当時、その桜の品種保

存の関係で関係のあった国の機関とか、日本桜の会等へも相談をされたようです。何

とか、そういった組織で、ここ、桜の品種保存ができないかというような相談はされ

たようなんですけれども、どうも協力は得られなかったということで、松沢さんもお

亡くなりになりまして、そのままになっているようです。 

広域林道陣馬形線につきましては、あくまでも林道ということで、当然、その制約
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の中で、用地というのは確保してきておりまして、一般道路のような用地買収ってい

うのは、なかなかできない、それと、もう一つは、当初、広域林道を開設の際に、国

土調査が入った時点で分筆、所有権移転をするというような話ができていたと思うん

ですけれども、まだ、国土調査、入っていない部分が相当を占めておりまして、用地

境も現場では明確になっていないというのが現状であります。 

○８  番 （柳生  仁） なかなか桜の保全が難しいと、昨年も高橋議員が質問したときだっ

たか、そんなような答弁ありましたけども、せっかく日本一美しい村連合へ入りまし

たし、山岳道路を楽しんでいただくお客さんもおいでるんで、ぜひとも、今後、課題

として、そういった林道の路肩の修繕等、きちんとして、楽しんでもらえるような観

光ができればありがたいなと思っております。 

最後になりますけども、林道を上がっていきますと、現在、特別警戒中の看板があ

ります。振興課にも森林パトロールという磁気マットが壁に張っておあります。パト

ロールはどのくらいの状況で行っておられますか。伺います。 

○振興課長  先ほどもちょっと申しましたけども、耕地林務という係の中で、２名の職員体制で、

なかなか計画的なパトロールっていうのはできないのが現状であります。現場へ出る

必要があるときに、あわせて一緒に、その付近のパトロールをしてくるっていうのが

現実であります。 

○８  番 （柳生  仁） パトロールもしっかりして、山も守ったり、また、盗難に遭わない

ような対策を願うものであります。 

水源の森の保全について伺ってまいりましたけども、ぜひとも、中川村の水が自慢

できるような水になるように、そして、中川村からの水をミネラルウォーターとして

出せるような環境整備、これをお願いしまして、私の質問を終わります。 

○議  長  これで柳生仁議員の一般質問を終わります。 

ここで暫時休憩とします。再開を 10 時 50 分とします。 

［午前１０時３７分 休憩］ 

［午前１０時５０分 再開］ 

○議  長  休憩前に引き続き会議を再開します。 

６番 大原孝芳議員。 

○６  番 （大原 孝芳） 私は３点について質問をしたいと思います。 

まず、最初に東日本大震災の被災地の支援は今後どのような取り組みが可能かとい

うタイトルで質問したいと思います。 

まず、前段でお話ししたいんですが、９月 11 日の日曜日は、ちょうどアメリカの

10 年前のテロの貿易センタービルの崩壊といった日にち、また、大震災の、3 月 11

日に起きた大震災のちょうど半年という、偶然はありますが、非常に我々にとって

ショッキングな事件、大きな災害、そういったことの日でございました。 

テレビ等を見ますと、もう既にテレビは、その放映、また、どんな、日本の場合、

アメリカの場合、関係があるかといったような報道が目立ちました。 

まず、日本のほうに目を向けますと、６ヶ月、今回、たっている、半年たっている
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わけですが、復旧、また復興、復旧については、若干進んでいる箇所もございますが、

復興については、ほとんどできていない、また、放射能汚染については、除染という

ものが、都市圏においては学校等の土を入れかえとか、そんなことを行っているわけ

ですが、福島県内の原発の付近においては、ほとんどできていない、また、どのよう

にするかといった指針もできていない、非常に国の後手に回った施策の影響かもしれ

ませんが、そんなような状況がテレビで放映されていました。そういった状況の中が

今日の状況でございます。 

また、今回の震災について、村の支援はどのようにしてきたかと申しますと、３月

11 日の震災を受けて、いち早く駒ヶ根とタイアップしまして二本松市に毛布等を送っ

たっていうことは、非常に素早い行動ができた。それから、議会にも提案されました

が、500 万円の見舞金を出した。それから、８月のどんちゃん祭りにおいて、飯館村

の皆さんをお呼びして、お話を聞いたり、また、一時の憩いの場をつくっていただい

たと、そんなような経過だと考えています。 

また、その飯館村が、今回、見えた、菅野村長さんのお話でも、２年くらいでは何

とか帰りたい、または村民を帰したいというようなお話がありました。また、最近の

ＮＨＫの９時からのニュース番組で、ライブで飯館の菅野村長が、懐かしいお顔が映っ

ておりましたが、２年と言っていますが、今の除染状況を見ていると、相当長くかか

るんじゃないかなという一つの覚悟さえも感じるようなふうに感じました。 

また、特に疎開されている――疎開というか、飯館村を離れている子供たちは非常

に悲惨なもので、まず、校庭で遊ぶことが、当然、今の飯館村の学校なんかは、大き

く除染をしないと、子供がその場で学習を受けられるという、校外で遊んだり、そん

なような状況は、もう、ほど遠い、つまり、20 年、数 10 年、50 年、100 年とか、そ

ういった単位で考えないと、なかなか戻れないというような、菅野村長は、なかなか、

そこまでは言っていませんが、報道を見ていますと、ある評論家等は、そういった言

い方をされている方もいらっしゃいます。 

そこで質問をさせていただきますが、今回、どんちゃん祭りに飯館の村民の皆さん、

50 数名の方が来ていただきました。そしてまた、これは民意で行った部分もあります

し、また、村としても菅野村長を初め、飯館の村民の方にも現状をお話を聞くといっ

たことを開催したわけでございます。 

その中で、村長にお聞きしたいんですが、今回の飯館村を村に、中川村に招いたと

いった一つの意義というんですかね、そういったものは、どのように、現在、考えて、

どんなものがあったかと、そのお考えをお聞きしたいと思います。 

○村  長  飯館村の皆さんがどんちゃん祭りに来ていただいたことの意義というふうなことで

ご質問いただきました。 

１つには、さまざまな中川村の村民の皆さん、いろんな方々が、本当にいろいろな

個性の方々が１つに集まって準備を進めておられました。そのことが、１つ、村のネッ

トワークづくり、あるいは村の中の力、元気みたいなものが随分発揮されたんではな

いかなというふうに思っております。そのことが、１つ、まず、大変すばらしかった
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と思います。 

それから、今、お話にありましたとおり、飯館村の状況につきまして、菅野村長さ

ん初め、いろんな機会で、講演以外でもいろんな交流が持てた中で、飯館の状況を聞

いて勉強にもなったし、いろんなことが考えを深まったというふうなことがよかった

というふうに思います。 

それから、何よりも、飯館村の方もおっしゃっていましたけども、普段は、普段の

暮らしでは、もう、本当に将来を悲観するようなこと、何かうらみがましいこととか、

悪いことばっかり考えて暮らしておると、それが、中川村に来て、どんちゃん祭りに

参加して、皆さんに接遇というか、もてなしていただいて、本当に晴れ晴れとした気

持ちで非常に楽しく過ごせたと、こういうふうにおっしゃってくださいまして、その

ことが本当によかったんではないかなというふうに思います。 

村民の皆さん方の、ここも、福島の、東電の原発の事故からは距離があるわけです

けども、とはいえ、飯館村の皆さんに来ていただいて、お話を伺ったというふうなこ

とで、原発の事故というものについて考えが深まり、また、それを自分たちの身近で

も起こり得る身近な問題としても考えるきっかけになったんではないかなというふう

に考えております。 

○６  番 （大原 孝芳） 議会でも一緒に来ていただいた日に飯館村の議員の皆さんとお話を

する機会がございまして、私も非常に、何と声をかけていいか困ったような状況もあ

りますが、本当に大変な思いをしているということを痛感しましたし、また、村で開

催したお祭りの当日の日の神野村長の話、また、住民の方のお話を聞いていて、本当

に涙が出るような思いで聞きました。 

それで、例えば、飯館村に限らないわけでございますが、今までは、二本松市は、

駒ヶ根の関係で援助しました。また、飯館村は、美しい村という、そのきっかけがあっ

たと思います。 

私の質問では、今後、飯館村とどのようにおつき合いができるか、また、飯館村の

皆さんにどのように援助ができる、金額的なことはなかなか無理かと思いますが、もっ

と違った形でできるんじゃないかと、いろんなことがあると思います。 

また、民間の方で、今回のまでいの力のネットワークの皆さんのお話を、後日、聞

いてみますと、これからもおつき合いをしたい、あるいは、中には、とったお米を送っ

てあげたい、あるいはまた、来た方、飯館村の皆さんが手紙をよこしまして、来年、

援助してもらうんじゃなくて、自分たちで積み立てをしてでも、また、どんちゃん祭

りに来たいとか、そんなようなお話も聞きまして、非常に、お互いに、村長の言われ

るように、非常に村民にとってもいい交流であったんではないかと考えます。 

したがって、飯館村の皆さんと、これからどのような交流が可能かということにつ

いて、もし、村側で一つの具体案があればお示しいただきたいし、また、民意で、民

間の方が、また、やりたいことがあれば、村としても、どのような援助、サポートが

できるかっていうようなことをお聞きしたいと思いますが、よろしくお願いします。 

○村  長  飯館村につきましては、ご存じのとおり、全村、村外に計画避難でしたっけ、計画
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避難ということで、役場そのものも出ていると、飯野支所というところを借りて、そ

ちらのほうで役場の機能全体が引っ越しをして、何とか頑張ってサービスを維持して

おられるというような状況がございます。 

村民の方々も、当然、全然違うところに移り住んで、そこの中で、医療だとか子供

の教育だとか保育だとか福祉だとか介護だとか、いろんなことをサービスを続けてい

かなくてはいけないというような状況がございます。 

そういう意味で、本当に飯館村役場の皆さん方、大変な状況にあるかというふうに

思います。 

そういうところをおもんぱかるとですね、なかなか役場同士、中川村役場が動いて

というふうな話になると、向こうの対応も、飯館村役場というふうなことになるかと

思いますけども、なかなか交流というような内容、テーマにつきましては、あんまり

こちらからお声がけをして、さあ、やりましょうというふうなことを飯館村の役場に

向かって言うのは、ちょっと向こうのことを考えると、村役場としては控えたいなと

いうふうに感じているところです。 

ただ、当然、いろんな支援というふうなことにつきましては、飯館村に限らずです

ね、被災地のほうから何かこういうふうなことをやってもらえんかというふうな、そ

ういう要請があった場合には、全力を挙げてできることをやっていくというふうな考

えでおりますけども、交流というようなレベルのことでありましたら、役場としては、

ちょっと、向こうの状況を思うと、あんまり積極的に動かんほうがいいのかなという

ふうに思っているところでございます。 

逆に、それこそ、今、おっしゃったとおり、民間の中で、有志の皆さんの中での交

流の輪が広がって、どんちゃん祭りにも来ていただきたい、来たい、あるいは、また

来てよというようなことが広がってくることは、すばらしいことだと思いますし、そ

の件につきましては、例えば広報とかですね、いろんな形での協力の呼びかけみたい

なところをするとかですね、そんなふうなことは、いろいろできることはたくさんあ

るかと思いますが、そういう動きが、また生まれてくることは、大変すばらしいこと

だというふうに思います。 

飯館村につきましては、この間、神野村長とかが見えたときにもですね、どんなこ

とができるんだろうというふうなことも申し上げて、例えば、いろいろ空き民家じゃ

ない、空いている村営住宅等々、幾つかありますので、もし、そういう方がいらっしゃ

れば、ぜひ利用していただければありがたい、あるいは、今、どんどん飯館の村の皆

さん方、心配する方は、もう、自主的に離れて、遠くに離れている方もいらっしゃる

と思うけど、そうなってしまうと、なかなか把握が難しくなってくるだろうから、も

し、村として、この人たちについては中川村で、関係のある中で、安全な所にってい

うふうな希望がありましたら、いかがですかというふうなことも申し上げたりもしま

したし、そういうふうなこと、あればいいなというふうに思っているところですけど

も、どうも、やっぱり、なかなか、ここまで遠くじゃなくて、もう少し近い所で住み

たいっていうふうなのが、やっぱり飯館村を愛していらっしゃる皆さん方のお気持ち
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のようで、どうも、そういうニーズもないのかなというふうなことは感じているとこ

ろです。何か、そういうこと、飯館に限らず、いろんな被災された皆さん方からの具

体的なことがあれば、積極的に検討いたしますけども、通常の――通常のといいます

か、交流ということであれば、有志の皆さん方の、また、活動を裏面から応援すると

いうふうな形になるかなというふうに思います。 

○６  番 （大原 孝芳） 今、村長の答弁で、行政側が主導で動くっていうことが非常に相手

に対して余りいいことない、私も、そんなようなことかと思います。 

また、例えば、民間の皆さんが、例えば物を、例えばですね、お米を送りたいとか、

そういった窓口になるときには、民間の団体でも、当然、やろうと思えばできるわけ

ですが、例えば村の場合に、よく社協あたりがですね、窓口になってやっていたりで

すね、向こうの復興支援について、社協が中心となってバスで人員を派遣したり、あ

るいは、そんなことをやっているんですけど、例えば、中川村の場合は、もし、そう

いうようなことが、これから多く発生した場合には、窓口はどこ、例えば民間で思っ

た人たちが自分たちで、どうぞ送りなさいっていうことなのか、赤十字とか、そういっ

たいろんな主導団体があるんですけど、当面、村として、どういう経路、プロセスを

経てやればいいと考えますか。 

○村  長  例えば、この間、お知り合いになった方がいらっしゃって、飯館のだれだれさんと

友達で、それに送りたいっていうんだったら、多分、個人で宅配便かなんかで送られ

るというふうな形になるかと思いますし、そうじゃなくて、飯館なり何とかなりの、

どこどこなりの避難所とか、そういうところに送るというふうなことになれば、また、

違う送り方になるかと思いますけども、ケースによって違うでしょうし、ちょっと、

今、村のほうで取りまとめて送るから、ちょっと送り先も別に考えておりませんし、

取りまとめるというふうなことも、ちょっと考えておりませんので、具体的に何かお

話がありましたら、お聞かせいただき、それについて、どういう対応するのがいいの

かを検討したいというふうに思います。 

○６  番 （大原 孝芳） では、次の項に進みます。 

教育長にお話ししていただきたいっていうことで書いてありますが、３月 11 日の震

災以降、学校で、教育現場っていうことを書いてあるんですが、子供とか先生たちが、

例えば、実際に校舎も揺れましたし、それから、テレビ放映、非常に長く、もう、ずっ

とテレビも、そんなことばっかりやっていました。それを見て、例えば、先生たちは、

ある程度、大人ですから、判断もできるでしょうけど、子供たちにとって心理的な変

化とかですね、何か、それを見て、何か、ちょっと今までと違った行動が起きたとか、

そんなようなことは、教育長として把握していますか。 

○教 育 長  教育現場における変化ということだというふうに思いますけれども、変かといいま

しても、がらっと何か、こう、変わるという意味合いではなくて、児童、生徒たち、

あるいは先生方が、改めて意識を強く持つという、そういうようなことかというふう

に思っております。具体的に申し上げれば、児童会とか生徒会におけるいろんな募金

活動が直ちに行われましたし、また、学級によっては、ある学校によっては、お金に
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よる、そういった援助ではなくて、何か別の形で何か支援できることはないかという

ようなことで話し合いを設けたというような、そういう学級もあったようであります。 

また、心理的なものということになってきますと、一番強かったのは、防災意識っ

ていうか、そういうものがかなり高まったということになるかと思います。中学校で

は、昼のほうそう、ランチルームでお昼を食べるときに、いろんな放送があるわけで

すが、その中に震災の現地の様子だとか、あるいは向こうの人たちの気持ち等につい

ての作文の発表等々があったということ、あるいはまた、それぞれの学校で、校長講

話でこのことを取り上げまして、その震災の様子とあわせ、また、たまたま、ちょう

ど三六災害の 50 年に当たるっていうことであったので、それと話を重ねて、そういっ

た防災の意識を高めるような話もされたというふうに聞いております。 

また、それを聞いた子供たちが、あるいは、前にもあったかと思うんですが、各家

庭で三六災害、50 年前の話や、あるいは、家庭で、そういった震災についての話題を

持ったということも聞いております。 

また、学校によっては、国交省へ話をして、防災の三六災害の写真のパネルがあっ

たわけですけれども、それをわざわざ借りてきて廊下等へ展示して、子供たちにも改

めて見させたというようなこと、そしてまた、そういう中で、９月１日の日に、各学

校、避難訓練があったわけですけれども、今までにない、非常に緊迫感があったと、

やはり、そういった震災の様子なんかを頭に思い浮かべながら、自分の命は自分で守

らんきゃいけないんだという、そういう真剣さがあらわれたということを聞いており

ます。 

また、もう１つ、ちょっと違った角度ですけれども、節電意識というものがかなり

強くなって、学級によっては電気係というような係を設けて、教室を出るときには確

認をして、電気がついている場合には消していくというような、そういった不要な電

気、そういったものを消していく節電の習慣化、そういったものがついてきていると

いうようなこともあります。 

また、すべてではないですけれども、助け合いの気持ちというようなものが、例え

ば、学校によっては、縦割清掃というものをやっているわけですけれども、そういっ

た中で、お互いに上級生、下級生が助け合うような、そういった場面、あるいは、そ

ういう意識っていうものが、前よりは少し強く出てきているというようなことを聞い

ております。 

以上です。 

○６  番 （大原 孝芳） 再度、教育長にお伺いしますが、私は、ちょっと勉強不足でわから

ないんですけど、一般論として、例えば義務教育の過程の中で、国とか文科省とか、

県の教育委員会とかですね、そういうところの指導の中で、例えば、独自のですね、

例えば中川村の義務教育課程の中で独自のカリキュラムみたいなものをつくれる裁量

権っていうのは存在しますか。 

○教 育 長  一般論としてというか、一般論じゃなくても、独自のカリキュラムというものはつ

くれることはできます。それは、教育委員会としてでもありますし、教育課程の編成
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権というのは学校長が持っておりますので、各学校でも、それは、作成することは可

能です。 

以上です。 

○６  番 （大原 孝芳） 私は、今回の震災については、非常にリアルタイムっていうんです

かね、子供さんたちも本当に現実に起きていることをテレビで見たり、実際は見てい

ないんでしょうけど、非常に大きな出来事だったと思います。 

それで、今、先ほど、教育長がお話ありましたが、三六災害については、50 年前っ

ていうことなもんですから、そうは言っても、また生まれる、私たちの若い世代が生

まれる前の方もいらっしゃいますし、私だって小学校３、４年のころで、非常に、な

かなか説明したりしても、なかなか、こう、理解しにくい話であったと思うんですが、

今回の３・11 の災害っていうのは、もう、非常に、現実、起きた、起きて、なおかつ、

それに対して苦しんでいらっしゃる方がいっぱいいらっしゃるという、非常にリアル

タイムな災害でございます。 

そこで、私は、その子供たちに、この時期に、実際にこんなことが起きてしまう、

つまり、小学校も被災しまして、避難しようとした小学校の生徒が目の前で亡くなっ

てしまったりですね、非常に悲惨な状態だったんですが、ぜひ、私たちは、成人して

いればですね、なんだかんだ、こんなことがあってもおかしいんですが、何とか粗略

して理解しようとするんですが、子供たちにとって、この事件っていうのは、私は、

ずっと、一生、記憶の中に、３・11 と９・11 みたいな、日が、ごろが合っているもん

ですからあれなんですけど、忘れられない日にちになっています。したがって、教育

現場の中で、義務教育の中においても、そういったことをきちんと子供たちにわかっ

て――わかっていただくっていうんですかね、こういうことが起き得るっていうこと

をですね、今、教育長の話では、自主的に子供たちが気づいたり、校長の訓示であっ

たりお話であったり、中で、きちんとされてきたみたいですが、それ以上にですね、

もし、そういった裁量権があるって、今、お聞きしましたので、何か、特に人の命は

当然として、防災もしっかりやって、そして原発の問題、それから、なぜ、こんなに

皆さんはボランティアに行くか、そういう気持ってどういう気持ちかっていうような

ね、そういったことを、ぜひ、私は、子供たちに、現実、行われているもんですから、

ぜひ、リアルタイムで教えていっていただきたいと、そういったカリキュラムみたい

なものが、もし、中川村の義務教育課程の中に行えることが可能かどうかっていうこ

とをお聞きしたいと思います。 

それで、事案としましてですね、私は、単純に、本当に素人考えで言っちゃうんで

すけど、例えば、今まで、修学旅行とかですね、あれは東京だとか京都だとかね、そ

ういうところへ行っていますよね。もしです、私は、ふと考えたんですけど、被災地

を見るっていうことがね、子供たちにとって、テレビで見るよりも、本当に現実で起

こったことを見るっていうことがね、子供たちにとって、テレビで見るよりも、本当

に現実で起こったことを見るっていうことが、いかほど、「百聞は一見にしかず」って

いうことわざじゃございませんが、どんなに教育効果があるんじゃないか、それで、
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民間、都会、東京なんでしょうけど、民間でバスツアーを出しましてね、親子で行く

ツアーがございまして、それは、いつも満杯になってしまうんですが、つまり、子供

たちが親と行って、被災状況を見て、そして帰ってきて、家で話し合って、現実、こ

んなことが起きたんだよって、そういうような状況っていうのが、非常に、親子関係、

人間関係、家族を、家族愛、そういったことに対して大きな効果があるっていうよう

な報道もありました。 

私は、その教育現場の中で、それは、教育長の一人のご判断できることじゃないと

思いますが、そういったカリキュラムを組めていくっていうことが可能かどうか、今、

私の言った、その事案はともかく、こういった３・11 の災害を機に、そういうことが

できるかどうかお聞きしたいと思います。 

すぐできるかとかいうんじゃなくて、そういったことが必要ない――ないとは言わ

ないでしょうけど、必要か、また、それが可能かどうかっていうことをお聞きしたい

と思います。 

○教 育 長  可能かどうかっていうことでの択一的なお答えとすれば、可能であるということに

なるわけですが、今回の震災のことをどう学習に取り入れていくかっていうことは、

大変大きなことであるかというふうに思っております。命の学習とか、あるいは原発

を含めた、そういうエネルギー資源の内容、あるいはボランティア活動等々、大事な

ことなんですけれども、それは、現在、進めている教科の学習とか、あるいは道徳等々

の、そういった活動内容の中に、この震災のことが、どういう内容のものが、どうい

うふうに各学年の発達段階に応じて取り入れることができるのかということを、十分、

これを考えていかないと、こういうことがあったから、すぐ、即、ぱっとというふう

には、簡単にはいかない内容を持っているかというふうに思っておりますので、この

震災、あるいはまた、三六災害だとか、あるいはこの間の紀伊半島の災害もありまし

たけれども、ああいう、その事柄から何を学び、何を子供たちに伝えるか十分吟味し

て、加えるものは加える、加除を、加えることは加えるもの、あるいは、除くものは

除く、そういった分析をしまして、現在、行われている、そういった教育活動の、教

育内容の中に取り組んでいくという、取り込んでいくという内容、そして、内容を豊

かにしていきたいということを考えております。 

修学旅行を含めた、現地へ行って見るということは、大変価値のあることですので、

例えば、修学旅行で、現在では、中学３年の場合には古都の奈良、京都を見学する、

それだけの価値のある、意味のあるものとして、ずっとつながってきているわけです

けれども、今後、それではなくて、もっと、より価値のあるものとして、そういう震

災の現地とか、あるいは、もっと違う場所もあるかと思うんですけれども、そういう

ものが選択されてくるようになれば、それは、そのときに、また、その意味を考えて、

その場所の変更とかいうことは、当然、ある得ることかというふうに思っております。 

以上です。 

○６  番 （大原 孝芳） 私は、修学旅行っていうのは、一番、そういうところを見ていただ

くのに一番いいと思ったんですけど、そういうことが実際できるかどうかっていうこ
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とも、全然、私も何も根拠なく言っているんですが、私も、もう少し、また時間がたっ

たら、また、こんな機会にいろいろお聞きしたいと思いますが、ぜひ、教育現場の中

で、先生たちにも、こういったことを話し合っていただいて、子供たち、今、言われ

るように、子供たちにとって、その震災っていうものが、にとって、その教育の中に

どういうふうに生かされるべきかっていうことを、また教育長に、また研究していた

だいた結果を、またお聞きしたいと思いますので、ご検討をお願いします。 

次に移りたいと思います。 

私、村による定期的な地区懇談会の開催が必要ではないかといったことで質問をし

たいと思います。 

１つの事案として、私たち議会では議会活性化委員会っていうのをつくりまして、

その中に定期的に住民との懇談会をしようと、村が地区懇談会をやるのとは、意味は

若干違うかと思いますが、定期的に住民といろいろお話をしたり、意見交換しようと、

そうしたことを、今、考えていまして、具体的にいつやるということは、まだ決定し

ていないわけですが、やっていこうということは、おおむね、活性化委員会で決めて

いるわけでございます。 

そうした中で、住民と、例えば村側の地区懇談会っていうのは、私の記憶ですと、

過去には何回か、少し大きな事案があったり、そうしたときに、特別、具体的に村民

にお話を聞こうとかいってですね、やった経過はあると思いますが、定期的にやって

いるようなふうではなかったと思います。 

また、各地区をたくさん回るもんですから、非常に大きな時間と労力がかかってき

たかと思います。 

そこで、ちょっとお聞きしたいんですが、村側が村民と、こういった事案が、重要

な事案があるか、ないかにかかわらず、定期的に、私の定期的っていうのは、せめて

１年に１遍とかですかね、そういったことが必要かどうかっていうことを、必要であ

るかっていうことをどのようにお考えになっているか、ちょっとお聞きしたいと思い

ます。必要であるか、ないかっていうことについて。そういう考えがあるかどうかで

す。 

○村  長  格別なテーマがなくて、そしてまた、住民の皆さん方からの要請もなくて懇談会を

持つということは考えてないです。 

○６  番 （大原 孝芳） 多分、村長の言われたように、恐らく、そういうお考えの中で、で

すから開かれてこなかったと思います。 

私が、ちょっと、ふと思ったのはですね、例えば、その定期的っちゅうことは、私

たち議会の中で、予算、３月議会で予算審議、それで、今月の９月議会では決算とか

ですね、それから、私は、役場の一つの大きな変化っていうのは、人事異動がありま

すね、そして、今回も４月から新しく課長さんがかわられたとかですね、知っている

方は知っているんですが、大きな節目っていうのがあると思うんです。村にはね。そ

れで、例えば、予算を執行するにも、私たちの議会で議決して、それから村長がここ

で答弁して、私は、今期は、こういった思いでこの予算を執行しますよっていう一つ
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のプレゼンテーションをしますよね。そういうときでもいいですので、何か、その村

民に向かって、大きな事案ではないんですが、例えば今年だったら、23 年度は、村長

が、こういうことで、私は、この予算を決め、議会で議決されて、これを絶対します

よとか、そういう一つの村長の特色あるプレゼンテーションっていうものを村民に、

その文章を見ていただければ、それで十分説明責任があるっていえば、そうなんです

が、そういった機会を持つことの必要性を、私は、必要性っていうか、したほうがい

いんではないかっていうご提案でございます。 

それで、議会としては、一番、議会でやらなきゃだっちゅうことは、やっぱり、住

民との議会とのぶつかった、不信感があるとかっちゅうような、動機は、ちょっとず

れていて申しわけないんですが、何か住民と、そういったことで接点を定期的に持っ

てくと、そして、それは、いつがタイムリーかは、ちょっと別としてですね、そういっ

たことをお聞きしたいっちゅうことと、それと、今までみたいに行われてきたように、

各地区を全部網羅して、例えば、そこに課長とか係長が張りついて１週間とか２週間

かかってぐるぐる回るっていうのを見ていますと、非常に大変だと思いました。それ

から、なかなか出席していただけない、住民の方が集まってこない、それから、出て

いただいても意見が出てこないといった状況が多々あったと思います。したがって、

もう少し、例えば東地区とか西地区とか、もう少し小さくてもいいんですけど、ブロッ

ク、もうちょい違ったブロックで考えながら、しかし、住民と、やっぱり、直接お話

ができると、課長さんもかわられて、それから、どんな課長さんが見えて、どんな話

をされるんだと、みんな、今まで違う部署にいらっしゃいますよね、課長さんも、そ

れで、村長は熱い思いを述べていただくと、そういった意味で、非常に形骸化しちゃ

う可能性もありますが、しかし、私は、定期的に持っていくことが、やっぱり住民と

行政、あるいは議会もそうなんですが、信頼関係を結べると、そういった思いがあり

ますので、今回、こういった提案をさせていただいているんですが、この件について

はどのようにお考えになりますか。 

○村  長  先ほど申し上げたとおりなんですけど、それと、つけ加えるとしますと、地区懇談

会っていう形、前にも申し上げたかと思いますが、地区懇談会の場合には、割と、こ

う、参加してくださる層というのが固まっているのかなというふうなことを思ってい

まして、また、村には、住民の方々、さまざまな方がいらっしゃる、若い方もいれば、

お嫁さんもいらっしゃれば高齢者の方もいらっしゃるというふうな中で、それぞれ思

いや課題、その困っておられること等々、違うのかなというふうに思っております。

前も、何か地区懇談会をアリバイ的に使うようなことがあってはいかんというふうな

ことも申し上げましたけども、何か、こう、いろいろな層の方々の違う思いみたいな

ものを、どういうふうに聞くのかなというふうなことが課題かなというふうに思って

おりまして、何とか、敷居を下げてですね、問題提起なり質問なりをしていただきや

すくしていくことを考えたいなというふうに思っております。 

おっしゃっているようなところ、それぞれの、当然、担当はですね、かわったとき

にも、いろんな場面でですね、当然、その関係する村民の方々、地区でも自分の担当
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する職務、振興課だったら農業関係の方とか、先ほどの林業関係の方とか、有害鳥獣

の関係だとか、いろんな方に、当然、接点はたくさんありますので、そういうところ

で、もっと深み、深い話をさせていただいているかなというふうに思いますし、そん

なことで、思っていることは、こういうテーマでご意見を聞きたいとか、こういうこ

とを説明したいとかいうふうなテーマがありましたら、それにふさわしいセッティン

グで、それに応じた方々に応じた時間に応じた場所に来てもらえるようなことを考え

たいと思うし、逆に、村民の皆さんから意見とか質問とかありましたら、それは、少

人数であれ、グループであれ、個人であれ、その方法が手紙であれ、メールであれ、

懇談会であれ、どんどんおっしゃっていただければ、応じる、そこに出向くなりして

いくようにしていきたいと思うし、そういう敷居を下げていきたいなと、そっちのほ

うを重点を置きたいというふうに思うところでございます。 

○６  番 （大原 孝芳） 私も、議会は、そういう方向でいきますので、ぜひ、合同でやるこ

とがいいかどうか、ちょっとわかんないんですけど、ぜひ、今の村長の答弁ですと、

前向きであるように、今、お聞きしましたので、ぜひ、検討していただいて、議会の

ほうにも、また、そんなような旨を教えていただくとありがたいと思います。 

続きまして、次の質問にまいります。 

最後になりますが、国のほうですが、８月 26 日に再生エネルギー特別措置法案とい

うのが参議院を通過しまして、一応、成立をしたいということでございます。これに

ついて、村との、村民にかかわる部分でお話を聞きたいと思います。 

まず、前段、今回の原発の事故以来、電力、また、ある意味、電力行政ですね、そ

れから、原発についてどのように進めてこられたかということが、本当にわかってま

いりました。つまり、今までメディアが余り話せなかったことが話せるように、何て

いうんですかね、戒厳令が解けたようなくらい情報が入ってまいりました。 

例えば、発電と送電、発送電の分離をすると料金が、電気料金が安くなる、そんな

ようなこと、それから、どこの電力会社も一緒なんですが、電気料金ってどういうふ

うに決められているかっていうこと、私は全然知りませんでした。いろいろ聞いてみ

ますと、非常に不思議な電気料金の決め方が、国を主導で、つまり国の法律で税金を

使って、極端なことを言えば、つまり、大きく電力会社っていうのは擁護されながら、

必ずもうかるシステムで電気料金が決められたと、そういったことがありました。こ

れは、当然、自民党政権時代には自民党が、当然、やっていましたから、当然、推進

してきました。今回、与党の民主党にとっても、民主党議員も、電力会社の労働組合

から票をもらうために原発を推進しなきゃいけないようなことになっているとか、非

常に、もう、政治家と原発っていうのは、はっきり言って、もう、切れないような状

況、そんなこともわかってまいりました。これについては、今日まで、信毎において

連載で、原発行政について連載でございましたが、それを読んでいただくと、村民の

皆さんもそれを読んでいる方はいらっしゃると思いますが、本当にこんなことが私た

ちの知らないところで税金を投入をしながら行われてきたと、そんな状況でございま

す。 
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それから、やらせメール、つまり、電力会社が社員、あるいは下請け業者をシンポ

ジウム等に送って原発推進の意見を言わせる、そういったやらせメール問題、それか

ら、今回、一番事故の発端である東電については、事故を起こしたにもかかわらず、

補償金、補償問題が、今回、始まっていますが、もう既に 15％の電気料金を値上げし

ようと、そういった、これは国の許可がないと決められないと思いますが、そんなこ

とを言っています。つまり、税金を使って、電気料金、電気料金、つまり今回の東電

は、全部、自分のすべてを失ってでも補償に応じるということじゃなくて、ちゃんと

税金を東電のほうに回して、彼らの会社がつぶれないようにして、なおかつ 15％の値

上げをすると、これは国民が許さないと思いますが、そういった現象が起きているの

が今日でございます。 

そうした中で、今回の、その法案については、菅首相がやめることを条件として、

与野党でこの法案を通すということを協議した結果、26 日に参議院を通過したわけで

ございます。 

メディアのほうは、いたって、その法案の内容については、本当に深く触れていま

せん。つまり、次の党首がだれになるか、あるいは、その首をすげかえるための法案

だというようなことを大きく報じていまして、この法案が内容がどんなようなことで

あるかっちゅうことは、非常に説明不足であったと私は感じていました。 

それで、私は、新聞等の情報でしか知り得ないんですが、今回の再生エネルギー法

案というのは、太陽光、今でも太陽光は買っていただいていましたよね。それから、

今回は、風力発電も買っていましたが、非常に安かったと、それ、今度は、小規模の

水力発電、地熱発電、バイオマスについても、電力会社がすべて買いなさいよと、つ

まり買わなきゃいけないっていう義務規定ですよね、そういった、私が思うには、今

まで、電力業界の中で、非常に革命的な法案じゃないかと感じています。それで、こ

の太陽光、風力、いろいろあるんですが、これは、一つの新規事業、ビジネスとして

入ってくる会社も、例えば、過去の議会の中で村長も言われましたが、例えば村が発

電所を持って、その電力を供給するっていうこと、水道みたいですね、そんなような

話もありましたが、つまり、新規参入を増やそう、また、家庭でも、例えば、そういっ

たものをつければ、電気が、余分な電気は買っていただけると、売れるっちゅうこと

ですね、っていうことで、それがＣＯ２の削減で、あるいは、そういった一つの代替

エネルギーっていうんですかね、原発から新エネルギーにかわる一つの反映にもなっ

ていくっちゅう、そういう、私は、もう、画期的な法案だと思います。 

しかし、この法案にも、少し、当然、デメリットもございまして、つまり、買うと

いうことは、逆に、電気料金を、つまり、買った分だけ今までの電気料金に上乗せし

ていくっていう意味なんですね。これは、ですから、逆に電気料が上がっていくと、

ただ、どっちが得か損かっていうことは、つまり、たくさん、まだ来年の７月が施行

日ですので、まだ、幾らで買うっていうことは、多分、まだ、指針として示されてい

ないと思いますが、どっちが得か損かっていうような話が、多分、これから出てくる

と思いますが、つまり、ヨーロッパでは、もう既に行われているんですが、相当、電
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気料っていうのは高いそうです。つまり、高い電気料を払うんだったら、せっかくだ

いから、もう、太陽光なら、エネルギー使って売ったほうが得じゃないかっていうこ

とで新エネルギー政策が推進してきたと、そういう逆の考え方もございますが、とも

かく、でき始めの法律ですので、まだ、わからない部分はいっぱいあると思いますが、

そこでお聞きしたいと思いますが、私も、この程度の知識なんですが、これは、中川

村村民に限らず、国民全体に大きく影響する法律で、当然、来年の７月ですから、太

陽光、今、パネル使っている方は、「やあ、しめしめ。」と思う方もいらっしゃるかも

しれませんが、どんなような影響が村民に出てくるかっていうことを、ちょっと、村

長は、どのように認識しているかお聞きしたいと思います。 

○村  長  再生エネルギー特別措置法につきましては、議員のおっしゃったとおりというふう

なことでございますので、電気料金が値上がりをされることになるのではないか、そ

れでなくても、いろんなことでですね、今、大変だ、大変だっていうふうなことで、

電気料金に転嫁されていきそうな雰囲気がございますので、電気料金のアップという

ことが想定されるのではないかと思います。 

○６  番 （大原 孝芳） 今、状況は、そういったことの中で、私も過去の一般質問で述べて

きたんですが、今回、国のほうも、災害の影響かどうか、今まで１kw 当たり 7万円の

補助をつけていたんですが、今回、2 万数千円を落とされていると、なくしてしまっ

たと、そういうような、少なくなったっちゅうことですね、それで、ある、ほかの自

治体については、じゃあ、その国が、今、助成している自治体については、その分は

上乗せして、補助金、出しましょうっちゅう自治体も出てきています。 

そこで、当然、私も何度も村長に質問してまいりましたので、どのような答えが返っ

てくるかっちゅうことは想定できるんですが、私は、確かに、その低所得者にとって

は、その、どうですかね、上代で言うと 200 万円近いような、200 数十万円するよう

な物を簡単につけられるわけはないんですよね。しかし、国の施策っていって、また、

これからエネルギーの代替エネルギーとしていく中で、何らかの方策をとって変えて

いくっちゅうことと、それから、公平感を持ちながら、合う補助金とか、そういうも

のを保ちながら、そういった、つまり電力を、自分の電力は自分たちで賄って、なお

かつ売電して、そこでペイしていくっていうようなね、そういう方向に行かざるを得

ないような状況なんですよね。ですから、村長の今までの答弁の中で、優先順位が違

うし、そういった低所得者に対しては何のメリットもないですよと、こういった制度

はっちゅうようなお話をずっと聞いてまいりましたが、長い先にはですね、そうも言っ

ていられない、つまり、だから、じゃあ、それこそ、村長、さっき言ったベーシック

インカムじゃないですけど、そういう考えの中に電力のベーシックインカムの考え方

を入れるとかですね、何か、その優先順位が違うで、中川村は何も補助はしませんよっ

てほうっておける問題じゃないと私は考えているんですが、今すぐ、村長にね、補助

金を来年度からつけなさいっちゅうようなことを私は言いませんけど、ただ、考え方

としてはね、流れっていうのは、私は、そういうふうに行っていると思うんですよね。

そこについて、それについては、村長、そのようにお考えでしょうか。 
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○村  長  太陽光発電に対する村で補助を上乗せするということにつきましては、議員がおっ

しゃられたとおりの考えでおりますので、そういうことは、全然関係のない方も多い

というようなことで、富裕層に補助するようなことではないかなというふうに思って

います。 

エネルギーの問題、すぐに風力だ電力だ、じゃあ、どうやってつくるんだっていう

話になりますが、そうじゃなくて、本当の王道はですね、やっぱり節電だと思います。

贅沢に慣れて、利便性に慣れてしまっている我々の暮らしのあり方というふうなこと

を見直す、そのいい機会だと思いますので、いやあ、どうやって、じゃあ、電気を起

こそうか、おれんちもということよりも、自分ちの電力で、果たして無駄はないのか

と、贅沢をし過ぎていないのかというふうなことを見直すことが一番大事なことだし、

それが電力料金のアップに対しても対処するにも一番いい方法ではないかと思います。 

それからまた、村としては、そういうおっしゃったような富裕層優遇の補助をする

ことよりもですね、発送電の分離とかですね、それから電力の自由化、ヨーロッパは

どういうふうにしているかわかりませんけど、買う、自分の買う電気を選択できるよ

うな仕組みとかですね、いろんな方策があるというふうに聞いています。ですから、

そういうふうにいうと、今、制度自体が、国の制度自体がいびつになっているという

ふうな点があると思いますので、その点、そういったことについて声を上げてただし

ていく、そのことによって、全体的にも、その正しいエネルギー政策、正しい、もう

少し納得のできる料金、電気料金というふうなことにもなるでしょうし、そういうよ

うな、こう、発電の方策をいっぱい増やすことよりも、節電と、それから、今の電気

に、エネルギーにかかわる政策についてただしていくという、そっちのほうのことの

ほうが大事だし、手っ取り早いんではないかなというふうに思う次第です。 

○６  番 （大原 孝芳） 当面、今、村長の答えで、納得はできないわけではないですが、こ

のエネルギー問題については、本当に日進月歩じゃないんですけど、大きく変わって

いくと私は考えています。したがって、こういった機会で、もう、どんどん議論させ

ていただいてですね、村民にとって、まずは、村民にとって電力っていうものはどう

いうものであるか、節電っていうことも大事、そういうことも、当然、言っていきま

すし、また、私も過去には少水力の話もしてきましたが、この村、そして、一番、私

も、夢かもしれませんが、村長の言われるように、村の、村で発電をするってね、こ

んな大きな、もし、夢が実現できたら、本当に村民にとって励みになる、また、夢が

持てる村になっていくかと思います。そういった議論を、これから、たびたび重ねさ

せていただいていきたいと思います。 

私の質問は以上で終わります。 

○村  長  １点だけ、そういう意味で、村民の自宅への補助というふうなことは余り考えてお

りませんけれども、村の施設については、いろんなこと、この中川村の環境に合った

形での、その発電装置みたいなことを、それは太陽光なのか何かわかりませんけども、

考えていく必要はあるかなというふうに思っています。それは、その売電して金もう

けをするということよりも、災害時においても、その最低限の電力を確保するという
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ふうなことについては、必要かなというふうな、そんなことを思っておりますので、

ちょっとつけ加えさせていただきます。 

失礼しました。終わります。 

○議  長  これで大原孝芳議員の一般質問を終わります。 

ここで暫時休憩とします。再開を午後１時とします。 

［午前１１時４６分 休憩］ 

［午後 １時００分 再開］ 

○議  長  休憩前に引き続き会議を再開します。 

７番 湯澤賢一議員。 

○７  番 （湯澤 賢一） 私は、２つの問題について一般質問の通告をいたしました。 

第１点は、東日本大震災の経験からさまざまな問題が明らかになった、その教訓を

今後の村づくりにどう生かそうとしているか、また、住民の防災意識の継続に対する

方策についてなどであります。 

東日本大震災から６ヶ月が経過しました。あらゆる面で、まだ復興とはほど遠いわ

けですが、その半面、日本の抱えるたくさんの問題が表面化しています。 

また、一方で、日本は、今、復興のために国家予算の１年分に匹敵するような膨大

な財源を必要としています。 

次世代に、この負の遺産を引き継がせないという、一見、もっともらしい政権政党

の、いわばキャッチフレーズでありますが、しかし、そのためには、必ず、消費税、

所得税、法人関係の税など、増税せざるを得なくなるでしょう。円高が追い打ちとなっ

て、結果として、企業は、自己防衛のために海外へ避難し、日本の経済は空洞化し、

消費税を初め、各種の増税で景気は悪化し、この先、さまざまな苦難が私たちを待ち

かまえているだろうと思われます。そのすべてが東日本大震災のもたらしたものでは、

むろん、ありません。それまでのとめどもない経済の悪化に、さらに大震災が追い打

ちをかけた状況だと考えます。つまり、もともと次世代に引き継ぐしかない膨大な負

債が日本にはありました。増税すれば、次世代に負の遺産を引き継がせないという確

かな保証はありません。消費税を初めとする増税は、結果的には、より大きな負の遺

産となって次世代に引き継がざるを得ない可能性のほうが大きいのではないでしょう

か。 

そうした国家の状況と村の行政は無関係ではあり得ないと思われますが、村政は、

今後、変わらざるを得ないと予想していますか。 

また、そうした増税などによる経済の悪化が村民の生活、特に弱者の生活を直撃し、

雇用の条件も悪化すると思われますが、住民の生活を守るための施策をどのように考

えていますか。 

基金を取り崩しても村民の生活を守るという村長の態度に、考えに変わりはないか、

村長の考えを質問いたします。 

○村  長  変わりはございません。 

ただ、おっしゃったとおり、なかなか一時的な不況というか、そういうもので終わ
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りそうもないなというふうな感じを持っていまして、非常に長く続くのかもしれない

なというところは思っておりますけども、やっぱり、目の前の生活のことっていうこ

とに対しては、しっかりとした手当を――手当というか、対応をしていかなくてはい

けないなと思っているところであります。 

○７  番 （湯澤 賢一） 阪神大震災の折には、10 年くらいですかね、ほとんど元どおりになっ

てきたようなこともありますが、今回は、やはり、ちょっと違うっていう気がします。

やはり、大きな変革が日本を訪れるんではないかと思います。 

近代日本の２つの変革といたしまして、明治維新と敗戦による大改革は、よく引用

されますが、第３番目として、この大震災による社会の大改革を予想する人もおりま

す。 

過日に中川村を訪問され、中川村が開催した飯館村報告会の中で、神野村長もそん

なようなことを述べられていました。今までのお金の社会から人と人のつながりが大

切にされる社会にならなければないという意味だったと思います。 

しかし、私は、東日本大震災が引き金になって、国民の多くが打ちのめされている

この時期をねらって、経済最優先の考え方から、今までやろうとしていたが国民的な

反対があってできなかったことに、とりあえず目先の最も安易で危険な方向にかじを

切ってしまうのではないかという危惧をしております。 

すなわち、憲法の改悪であり、ＴＰＰであり、普天間であり、復興支援を名目とす

る大連立であり、道州制の導入などであります。 

いずれも地方自治に対して大きくかかわる問題でありますが、当面、中川村は、Ｔ

ＰＰに対して反対の決議を議会で採択しており、村が前面に出ての中川村始まって以

来のデモ行進をしておりますが、ＴＰＰに反対するこの姿勢は、東日本大震災の想像

を絶する被害を経験した現在も、村の姿勢としてゆるぎないものであるか質問いたし

ます。 

○村  長  ＴＰＰについては、村の姿勢かどうかっていうと、ちょっとよくわからないんです

けど、私自身は、大変、あれをやると大変なことになるだろうというふうに思ってお

りますし、それからまた、賛同いただいた、デモのときなんか賛同いただいたいろん

な団体の皆さん方も、話し合いをしていただいた中で反対しようというふうな合意に

達したんだと思います。 

原発の事故があって、津波だけだったらまだしも、原発の事故があって、ＴＰＰに

よって輸出を増やして、バラ色の未来みたいなことを言っておりましたけども、日本

の技術力への神話的なものもですね、日本もすごくいい加減だというように、日本の

技術に対する尊敬の念みたいなものも、もう完全に打ちのめされたと思いますし、大

変残念なことに、日本の食物についても、おいしい、安全だというようなことについ

ても、海外の方々は、もう、全然、そうは思っていらっしゃらないだろうというふう

に思います。 

観光という意味でも、日本なんかに行って、わざわざ放射能を浴びなくてもいいん

じゃないかというふうに世界中の方々は思っていらっしゃると思いますし、本当に、
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日本のいろいろな可能性について、はなはだしく傷つけたというふうに、地震という

よりも、津波というよりも、原子力発電所の事故、放射能というものが、そういうこ

とをもたらしたと思います。 

ただ、ますますＴＰＰによるメリットという、メリットと言われていたもの、メリッ

トじゃないと思いますけども、メリットと宣伝されていたところのものさえ壊されて

しまったというふうに思いますので、全く、もともとだめなものが、さらにだめになっ

たなというふうに感じておるところです。 

○７  番 （湯澤 賢一） ＴＰＰに限らず、本当にここで、今まで反対してきたようなことが、

仕方がないとか、やむを得ないというような形の中で通っていってしまうというふう

なことが、今、とても怖く思っております。 

言うまでもなく、今度の震災が引き起こした人災としての最大のものは、福島第一

原子力発電所の事故であります。原子力による発電が、一たん事故があると、人間の

力では制御できないものであることが明らかになりました。自分も含めてですが、大

変多くの人がチェルノブイリやスリーマイル島のような事故は日本では絶対にあり得

ないと思っていたと思います。安全神話と低コスト、さらに地球温暖化とＣＯ２削減

の潮流に乗って、一部の専門家の警告を無視して、今から考えると信じられないほど

無規範であったと反省せざるを得ませんが、結果として、日本列島の海岸線に 55 機も

の原子力発電機をつくってしまいました。地球温暖化とＣＯ２の削減の大宣伝は原子

力による発電のためのキャンペーンのためであったとも考え方も、まんざら言わせ過

ぎではないと思えてきます。 

再生エネルギー特別措置法による電力の固定買取制度について、先般、大原議員が

質問しておりますが、やはり新たな代替エネルギーが求められていることは現実だと

思います。自然エネルギーでは、個人住宅でも設置可能ということでは、最も実用化

が進んでいるのは太陽光による発電だろうと思われます。 

個人住宅による太陽光発電施設の設置については。多くのほとんどの近隣市町村は

補助制度をつくっておりますが、中川村にはありません。太陽光発電施設は、経済に

ゆとりのある者しかできず、ゆとりにある者に対して税金を使って助成する必要な内

のではないかという、この村長の考えは何回も聞きましたし、理解しておりますが、

再度の確認の意味での質問ですが、太陽光発電の設置に対する助成制度は、例えば、

これから 30 年とかの長いローンを組んで家を新築しようとしている、決して裕福とは

言えない若者の場合でも、やはり実施する考えはありませんか。 

○村  長  何歳以下とか、ローンが何年とか、いろいろ条件をつけて、それに当てはまる人に

は補助をつけたらどうかという意味かと思いますけれども、なかなか、どこで線を引

くのかというようなことも難しい点があるし、先ほど申し上げたとおり、一番は、やっ

ぱり節電をするということが大事なことだろうと思うし、村としてやるべきことは、

声を上げていくというふうなこと、その今の制度的なことのおかしなところというも

のは、直していっていただけるように、国に対して、その根本的な仕組み、制度の変

なところがあって、その派生としていろんな問題点が出てきているところがあるかと
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思いますんで、そこんところを直して、直すようにと声を上げていくということが大

事かなというふうに思っております。 

○７  番 （湯澤 賢一） 原子力による発電には反対します。なおかつ、火力発電も、地球温

暖化で賛成はできない。自然破壊の大型ダムによる水力発電も、これ以上はだめだと

いうふうになりますと、何か、別の何かを考え出さざるを得ず、だとしたら、中川村

のような一自治体でも、小さいな自治体でも、かわりの発電方法は、他人任せにしな

いで研究していく必要があると考えます。よそがやっているからというだけの理由で、

中川村でもやる必要はないとは思いますが、よそがやっていないが、中川村では、やっ

ているということがあってもよいのではないでしょうか。 

個人の節電が王道だというふうな、先ほどの村長の認識でありました。６番議員の

質問で聞きましたが、また、一方で、独自で、発電を独自にする村という発想も、ま

た、なかなかなものではないかと思います。想像したよりも、はるかに低いコストで

発電できるシステムもあると聞きます。 

その意味で、最も身近に考えられる少水力を初め、自然エネルギーの研究を村民に

呼びかけて、あるいは、プロジェクトを立ち上げ、あるいは、その研究のための助成

をすることは考えられませんか。質問いたします。 

○村  長  ちょっと、何か前の発言が、若干、誤解を呼んでいるような感じもして、村で、村

として発電に取り組むというふうなことを言ったわけではなくて、国の制度として、

電力会社が発電をして、それを売る、独占的に売るという仕組みがよくないんではな

いかと、自治体としても、それぞれの自治体が、その自然条件に応じた形で発電がで

きて、そして、それを住民に売るというふうなことができてもいいんじゃないかとい

う、国の制度のことを、変革について、自由化の一環として、そんなふうなことをす

れば、それぞれの土地に応じた自然エネルギーの利用がもう少し進むんではないかな

という、そういう意味で申し上げたんで、中川村として発電所をつくるんだというよ

うなことを申したわけではありません。 

自然エネルギーにつきましても、例えば地熱があるとか、何か、そういう特別に安

定的に風が吹いておるんだとかっていうふうな、そういう適切、適した場所について

は、そういうことの研究はあるかと思いますけども、日本全国の市町村、ちっちゃい

村も含めてですね、それが、それぞれ、ばらばらに太陽光発電について研究する、少

水力について研究するっていうふうなことをしたとしても、無駄なんではないかと、

それは、やっぱり、そういう新エネルギーの開発については、国なり大学なり研究所

なり、そういうところで、きちっとした取り組みをしてもらう、今まで原子力に次ぎ

込んでいたお金をですね、そういうふうな方向にシフトしてもらって、体系立ててやっ

てもらうというふうなことが仕事だと思います。それぞれの日本中の村がですね、そ

ういうことに取り組んだとしても、任務として違うんではないかな、日本中の村がそ

んなことをしても、もったいないことばっかりではないかと思います。 

もし、何か、先ほど申し上げたように、特別な環境にあって、特別な何か使えるも

のがあるとしたら、それを利用する方法を大学なり研究所なり国なりと共同で、その
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村としても取り組むっていうことは、あり得ると思いますが、中川村において、格別

に何かこれっていうものがあればいいと思うんですけども、ちょっと、今すぐには、

他とは違って実験的に取り組んでみる価値のあるものがあるというふうには、余り思

えていないところがあるので、今、その新エネルギー研究に村のお金をつぎ込むとい

うことは考えていないです。 

○７  番 （湯澤 賢一） 節電を独自にする村という発想は、村長ではなくて、大原君、大原

議員の中の話の中にあったので、お、これは、なかなかかなという思いで、今、述べ

たものでありまして、村長の言葉を誤解したわけではありません。 

いろんな研究があって、自然エネルギーを使った発電っていうような形では、そん

なに難しくなくて、発想次第では相当なことができる、１つの地区くらいは、100 軒

くらいの地区くらいは賄えるような発電システムというのは、少水力でも十分できる

というふうな研究もあります。そういうことも、例えば、そういうのは、もう、大変

難しい問題で、大学だとか研究機関だとかいうふうでなくて、皆の知恵を集めてみよ

うというふうなこともあっていいんではないかと、そういう村であってもいいんでは

ないかと私は思います。 

次に変わりますが、被災地支援の継続のことでは、やはり６番議員と重複する部分

がありますが、若干、切り口を変えましたので、よろしくお願いします。 

日本で最も美しい村連合に加盟する福島県飯館村、東北の内陸部に位置しますので、

津波の被害はなく、地震の被害も軽微で、震災発生当初は近隣の被害者を受け入れて

いた村であります。 

しかし、放射能汚染で全村避難をせざるを得なくなりました。電源立地の恩恵もな

く、ただ被害だけを被るという、東日本大震災の原子力発電の事故を、まさに象徴す

る村となりました。 

「までいの力」という本があります。この本であります。この本は、飯館村の村づ

くりに感動した渡辺サオリさんのレポートを本にしたものであります。この本の発刊

直前で、飯館村は大震災に見舞われました。 

飯館村は、景色がいいという村で、美しい村ではなくて、どうも、こうした本に書

かれているような村づくり、伝統づくり、そうしたものがすばらしいというふうな評

価で日本で最も美しい村連合に加盟したというふうな話も、ちょっと聞いております

が、までいの力、つまり、これは方言であります。両手でとか、しっかりととか、丁

寧にとかいった意味の方言で、私たちが使う「まてえ」という言葉と、ほぼ一緒だと、

そして、この言葉が飯館村の基本構想の柱として使われております。 

村民が一つになって、力を合わせて、すばらしい村づくりをやっているさなかの事

故でありました。「せっかく日本で最も美しい村の仲間にしてもらったのに、汚れた村

になってしまった。」と自嘲的な言葉の中に何ともいえない悔しさを思いますが、今、

私たちの多くは、テレビなどで被災地を見るたびに、何かできることはないかと考え

ます。しかし、支援の継続は大変難しいものであります。 

今回、中川村は、どんちゃん祭りで飯館村と縁を持ちましたが、しかし、日々、風
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化していきます。 

最近のＮＨＫの特集番組で飯館村の菅野村長にアナウンサーが「今、私たちに求め

ることは何ですか。」と聞く場面がありました。菅野村長は「台風 12 号の大きな被害

もあり、日々、起こることで、だんだん東日本大震災の被災地は忘れられていくだろ

う。しかし、自分たちの本当の苦しみは、これから始まる。私たちは、皆さんの変わ

らぬ友情ときずなが何よりもありがたい。」と言っておられました。まさにそのとおり

だと思います。 

もちろん、被災地は飯館村だけではありません。 

せっかくできた縁ですから、中川村は、飯館村のできる限りの声援を送り続ける仕

組みをつくったらどうかと考えます。例えば、減反の田んぼで支援米をつくるとか、

現実に、そういうふうに申し出られた方もいらっしゃいます。野菜とか果物、あるい

は人的な交流とか、いろいろ支援の継続の方法はあるのではないかと思います。 

６番議員の質問に対して、民間による支援や交流の裏方としての村の立場を村長は

答えておられました。重複しますが、再度、村長の考えをお聞きします。 

○村  長  先ほど大原議員のご質問にお答えをしたとおりでございます。 

具体的なお話を、計画等々をいただて、もし何かあって、ご相談があれば、ぜひ、

それをいただきたいと思いますし、飯館村の役場といいますか、そちらの状況という

ふうなことを思うと、余り、そちらからのリクエストにこたえるっていうふうなこと

が、すごく全力を挙げてやらなくてはいけないと思いますが、交流というようなこと

等々、縁を続けるというふうなこと、そういうことであちらの手を煩わせるのは、

ちょっと配慮をしたほうがいいんではないかなというふうに思っています。 

○７  番 （湯澤 賢一） 確かに自分たちだけの思いを押しつけてもいけないだろうと、その

辺は十分理解できることであります。 

次に、住民の防災意識の継続について質問いたします。 

この部分も、若干、大原議員の質問とかち合いますが、今度の東日本大震災で、テ

レビなどで目の当たりにした自然災害の恐ろしさと、それから、折からの 36 年災害か

ら 50 年のキャンペーンもあって、住民や児童、生徒の防災に対する意識は高まってい

るとの、先ほど教育長の答弁がありました。 

被災地でも人的被害を最小限に食いとめた地域もありました。何でもないときは、

ばかばかしくさえ思える訓練を地道にやっていたところは、やはり多くの人命を救い

ました。そうした情報もふんだんにあって、今、だれもが防災訓練の大切なことを理

解しております。 

しかし、「災害は忘れたころにやって来る」の言葉どおり、防災意識の継続は大変難

しい問題であります。 

三陸地方の海岸の人々は、津波の恐ろしさを人々に伝える語り部のおばあさんがい

たことを報道で知りました。「命てんでんこ」という言葉が有名になりました。 

中川村も、平穏なときには何もないが、600mm 以上の雨が降ったら危ないんだと、

しかも、普段はまたげるような小河川がはんらんするんだと、私たちの知る経験で語
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り継ぐ必要があります。 

防災意識の継続とあわせて、防災訓練は行政の行う最大の住民サービスであるとの

考えを定着させる施策も必要かと思います。 

災害から住民を守る村長の覚悟のほどをお聞きしたいと思います。 

○村  長  災害、想定外みたいな言葉がはやりましたけれども、いろんなことを想像力をたく

ましくして準備をしていかなくてはいけないというふうに思っております。 

○７  番 （湯澤 賢一） 1000 年に１回とかいうふうな大きな災害が、実は、1000 年後は今な

のかもしれないというふうなことも考え合せながら、やはり絶えず、やはり防災につ

いては、あるいは、防災という言葉は、もう、自然災害に対しては当てはまらない、

いかに災害を少なくするかというふうなことしかない、減災という言葉も使われてお

りますが、やはり年頭に置いて生活しなければならないんだと、このように思います。 

次に、減少し続ける人口対策について質問いたします。 

合併論議の中で最も危惧されたことは、財政の破綻と人口の減少、そして高齢化で

した。あれから、ほぼ７年近くなりますが、当時、予想されたような財政の破綻の心

配は、現在のところないように思われます。 

当時のシミュレーションでは、22 年度では、一般会計では総額 20 億円の半ばでし

た。20 億円半ばの予算しか組めないというふうなシミュレーションでした。 

しかし、現実には、22 年度決算は 40 億円弱で、しかも貯金が増えて、借金が減っ

ております。まさに理想的であります。 

しかし、人口の問題では、確実に減少し続けており、当時、言われていた 5,000 人

の大台を割り込むことは確実な情勢になってきました。しかも、年々、高齢化率が上

がってきます。 

今年の東小学校の新入学児童は、何と 13 人であります。全国的に人口が減少してい

く中で、人口が増加し、しかも高齢化率をむしろ下げている自治体もあります。近隣

では南箕輪村と宮田村です。下伊那では下條村であります。 

南箕輪村には信州大学があり、宮田村は駒ヶ根市の郊外で、また、大きな工場が幾

つもあります。働き口には恵まれております。条件がとてもいいのです。 

人口で考えると、日本で最も美しい村連合に加盟している村の多くが過疎化と高齢

化が進んでいます。つまり、美しい村で文化も守られていて、とてもよい村でも、人

口問題や高齢化率の問題は、なかなか解決しないことがわかります。 

下條村は、南箕輪村や宮田村のようには条件はよくありません。しかし、住宅生活

で若者を誘致し、子供を増やしています。そのやり方がよいかどうか、長い目で見て

継続するのか、詳しく研究しているわけではありませんのでわかりませんが、本当に

真剣に人口対策を解決しようとするならば、ただ、よい村というだけではだめなよう

であります。目的、意識的にそのことを追求する施策が必要なのだと思われます。 

若者に魅力ある村づくりとはどういう村づくりなのか、住宅なのか、子育てしやす

い環境なのか、文化的なことなのか、村長はどのように思われているかお聞きいたし

ます。 
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○村  長  目的設定がですね、ちょっと私とは違うなというふうに思います。 

人口を増やすことが目的ではなくて、村のよさを持続していくためには、受け継い

でいくためには、後継となってくれる人がいついていただけるような村にしていかな

くてはいけないということでありまして、例えば都会の近隣にあって、たまたまそこ

にあったがために、住宅地、マンションとか、高層のマンションとかがぼんぼんでき

て、そのことによって人が増えましたでも、お祭りなんかだれも来なくなりましたっ

ていうふうなことではですね、そういうことでは、私の思っていることは違うのであ

りまして、中川村のそれぞれの地区の中で、いろんなちっちゃなお祭りなんかも、柳

沢だったら五平もち祭りやったりとか風祭りをやったりとかというふうなこともして

おりますし、それぞれの地区の中で、獅子舞だとか、いろんな踊りだとかっていうの

を受け継がれていっている、そういうものが引き継がれていって、楽しくお酒も飲め

て、季節の移り変わりをめでながら、気心の知れた中で暮らしが受け継がれていくと

いうふうな、そういう状況にしたい、単に、こう、人が増えて、にぎやかになったん

ではなくて、そういう村のよさが受け継がれていって、そのことによって後継者が残っ

ていけるというふうな、そういうようなことを目指したいというふうに思っておりま

す。ですので、ちょっと、目的設定として、ともかく人口を増やすためにどうすれば

いいのかというような設定は、ちょっと共有していないところがあるかなというふう

に思います。 

○７  番 （湯澤 賢一） 私も、例えば、ただ人口が増えればいいというふうには考えており

ませんし、5,000 人切ったらどうしようもないということでもない、しかし、やはり

バランスがよければいい、ちゃんと後継者がいて、いわゆる逆三角形にならない比率

であれば、人口比率であれば、それは、それで、たとえ小さくても、あるいは、小さ

ければ、かえって風通しのよい住みやすい村になるかもわかりません。 

例えば、先ほど王道というような言葉、これが王道なんだというふうな言葉で言え

ば、できることなら、いろいろ考えないで、後継者が、年齢が来たら、ちゃんとお嫁

さんが来て、そこで子供が生まれてというふうな形のことが一番望ましい姿なんだと、

このように思います。 

過日、議会活動の一環として結婚相談員の方などと懇談いたしました。 

中川村にも、結婚適齢期、あるいは、それを過ぎてしまって、未婚の人がたくさん

おります。しかし、なかなか結婚が進みません。このことは全国的な問題であり、中

川村だけのことではありません。そうした中で、結婚相談員の方々は、宮崎所長を初

めとして、献身的にカップル誕生のために努力してくれております。 

中川村の結婚相談所は、他町村が注目するほどの成果を上げていますが、しかし、

それでも人口問題の解決までには至らず、難しい問題はたくさんあるようであります。 

飯館村の「までいの力」を読んでみましたら、大きなお世話し隊という婚活隊のこ

とが載っておりました。婚活隊の隊長は菅野村長とのことであります。結婚は、結婚

しないと一人前でないというようなものではなく、個としての２人を尊重する上に成

り立つものという、なかなか、とても哲学的で難しいことが書かれておりますが、要
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するに、若いすてきなカップルが誕生するように、中川村では、結婚相談所の活動に

任せきりにしないで、要望があれば、村も議会も、それから村民も、相談所の活動を

応援していくことが必要かと思います。こうしたことを踏まえて、村長の子供たちの

結婚に対する前向きな対策をお伺いしたいと、このように思います。 

○村  長  結婚相談所につきましては、お話のとおり、非常に熱心に取り組んでいただいて大

きな成果を上げていただいているというふうに思っております。 

村としましては、わずかですけれども、110万円の予算として、所長以下10名の方々、

今、先ほどちょっと――先ほどっていうか、確認しましたところ、ここ５年間の平均

で年間に 35.6 回の出会いをセットしていただいて、成立は年間 2.6 件というふうなこ

とで、ほかの市町村の結婚相談所に比べると、もう本当にすばらしい成果を上げてい

ただいているというふうに感じておりまして、活動ぶりに感謝をしておるところでご

ざいます。 

あと、それに加えて、村の中でも、これから文化祭とかありますけども、いろんな

若い方々の活動もあるというふうなことで、そういった活動が活発にできるような状

況をつくっていくというふうなことが、遠いようですけども、それが出会いの場にな

るのかもしれませんし、若者の皆さん方が元気にいろんなことに取り組めるような、

自由であり、また、風通しのいい村づくりみたいなことをしていく必要があるかなと

いうふうに思っています。 

それからまた、今、経済的な状況でですね、雇用問題というのが大変苦しい状況が

あって、本当に正規雇用ということがなかなかされにくい、しにくい状況があると、

どうしても非正規だったり臨時だったりというふうなことで、将来的な展望の見えな

い中で、若い人たちが日々苦労をしておられるというふうな状況があります。なかな

か、先のことを思うと、雇う側も大変だし、若い人たちは、なかなか計画的な未来像

を持つのが難しい状況にあるというふうなことを思っています。何らかの形で、その

辺のところを克服するようなことを考えないといけないのかなというふうに思ってい

るところですけども、ちょっと、村単位でどこまで取り組めるのかはわからないなと

いうふうなことを思いながら、ちょっと、いろいろと、いろんなことを考えています

が、ちょっと、今、ここで申し上げられるような具体的な煮詰まったものにはなって

いないので、そんな思いではおるということだけご理解いただけたらというふうに思

います。 

○７  番 （湯澤 賢一） いろんな原因があって結婚しないで適齢期を過ぎていくというふう

なことがあるかと思いますが、今、考えてみまして、私どもの一緒に子育てしてきた

人たちの、本当に半分も、その子たちが、私たちが子育てしてきた、その子供たちが、

今、子育てをするさなかなんですが、そうした過程で、どうも半分も子育てをしてい

ないっていうか、外に出ちゃっているというか、結婚しないでいるというか、そうい

うふうな状況にあります。本当に、例えば 50 人の人が、もし、うまく結婚できれば、

２人で 100 人、子供が生まれれば、さらに増えていくというような、まさに理想的な

姿になっていくと思いますので、また、これも、大きな重要な課題ではないかと、こ
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のように思います。 

次に、高齢化地区の草刈りなどに対して助成ができないかという問題に関して質問

いたします。 

先ほど、道路の草刈り等についての、その大変さについて質問があり、それについ

ては返答がありました。 

私は、耕作地というか、大きな土手だとか、そういったところを一生懸命草刈りを

しているお年寄りの姿を見て、大変だなと、あれ、何とかならないのかなというふう

な気がいたしまして、この質問をさせていただきますが、先ほど日本で最も美しい村

連合に加盟する村は過疎化と高い高齢化率の村が多いと述べましたが、四国の馬路村

にしろ、上勝町にしろ、全国から視察が来るような特徴を持った村でありますが、そ

こで年寄りが頑張っているから、ああいう姿なんだろうなと思います。だから、高齢

化率だけを見てがっかりすることもないのかなと思ったりしますが、しかし、先ほど

申しましたように、構造改善なんかやったもんで、余計なのかもしれませんが、万里

の長城のような大きな土手をビーバーで刈っているお年寄りを見ますと、本当に大変

だなあという感想は、どうしても持ってしまいます。何はともあれ、自分の土地の草

は自分で刈らなければならないというふうな高齢者の英雄的な、まさに英雄的な努力

があって、農村は、かろうじて農地が守られて、美的景観を保っているとも考えられ

ます。 

この草刈りを行政が助成できないか、何か方法は考えられないか、お聞きします。 

また、高齢化に若者住宅を建設し、草刈りなどを手伝ってもらうかわりに、若者の

側にも何か魅力のある、メリットのある方策を考えるという、以前、村長の発想をお

聞きいたしましたが、これは、実現性の可能性があるのかどうか、あるとすれば努力

すべきだと思いますが、その件も、若干、日がたっておりますので、お聞かせ願いた

いと思います。 

○村  長  個人の田んぼのあぜについて村で何とかするっていうことは、ちょっと今まで考え

たことがありませんでした。 

実際には、田んぼができなくなってきておるというところについては、東と西に要

用地利用改善組合等々で集約化、あっせんみたいなことをしていただいておるし、そ

ういうような形でのことになってくるのかなというふうに思いますが、あぜだけを村

でということについては、ちょっと、今、発想はしてきておらないし、ちょっと、制

度設計をどういうふうにしたら公平性が保てるのか、ちょっと、今、実現可能性が思

い浮かばないところがございます。非常にいろんな意味で難しいんではないかなとい

うふうに思います。 

それから、各地区のほうに、その新たな担い手をしているような地区に手を挙げて

いただいて、そこに村で募集をして、地区に戦力となって働くので、一緒にお祭りや

ら、道普請やら、いろいろやるので、一緒に住みたいんだというような人に住宅面で

の何らかの補助をしていくというような考えは、ずっと持っておるところで、いろい

ろ機会あるたんびに、いろんな方にお話をして、どう、こういうのはというふうなこ
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とで、時々の総代さんとかにお話をしているんですけども、なかなか、そのときは「う

ん、それはおもしろいんじゃないか。いいんじゃないか。」というような返事なんです

けども、その場限りで終わってしまうというふうなことで、多分、どうも、そのあれ

はどうなったというふうな問い合わせもないし、ぜひ、あれをしたいので、そういう

ことをやりたいので、うちの地区では手を挙げるよというふうな動きも全然なくて、

この話は、もう、地区の皆さん方が積極的に受け入れるんだというのがなければ成り

立たない、なんか変なやつが来て住み始めたなというふうなことに終わってしまって

は全然意味がないことなので、地区のニーズがあるかどうか、私もよそから来た人間

ですので、その辺が、ちょっとわからないところがあるですけど、わからないので、

そういうようなことをお聞きしてきたわけですけども、どうも何か、余り、そういう

感じの地区の皆さん方から反応が芳しくないなというようなことを思っておりまして、

独りよがりだったのかもしれないというふうなところでございます。もし、そうじゃ

ないと、ぜひ、本当に草刈り大変なんだと、水路の石垣を下りて下でビーバーを振るっ

たりするのは、もう、とてもじゃないけど、しんどくなってきているよと、何とかな

らんのかなというふうな、そんな声が、単に、そのシルバーに頼むから金の補助を出

せというのじゃなくてですね、何か、そういう新しい人を入れて、その人にいろんな

ことを教えて、また、農業やらお祭りやら、いろんなことで一緒になって地区を支え

てくれる人が欲しいというような、そんなお声があったら、ぜひ、声をかけていただ

きたいと思いますけど、現状、このまま進めていっても、実際問題としては、なんか

変なやつが来たなあっていうことで終わりそうな気がして、ちょっと地元の皆さん方

の反応待ちというような状況かなというふうに思っております。 

○振興課長  今の湯澤議員の質問に関連しまして、私のほうから少し説明をさせていただきます

けれども、もう既に何年も前から始まっております中山間地の直接支払制度、それか

ら、平成 19 年から始まっております農地・水環境の維持管理交付金、これらにつきま

しては、ただ関係する皆さんへ、ただお金を配るんじゃなくて、そういった農地を守っ

ていく、あるいは、農道だとか水路の管理をしていただくための交付金であります。

こういったものが出ている地区がかなりございますので、一つは、その地区で、そう

いったもの有効活用しながら、高齢者でなかなか管理が難しい方の支援を考えていた

だければありがたいかなあというふうに思います。 

それと、もう１点ですけれども、営農センターにおきまして、本年度、畦畔管理の

省力化を考えていくっていうことになっているんですけれども、これで、何となく幹

事会をやりながら、いい先進地はないかということで探しておるんですけれども、

ちょっと、まだ、いい、これは、ちょっと、ぜひ見てみたいなあというものが、ちょっ

と、まだ見つかっておりませんので、まだ具体化されておりませんけれども、営農セ

ンターにおいて、そういったことも検討はしております。そして、とにかく、農地は、

昨日もお話もあったように、遊休荒廃地が増えている中で、隣近所、きちんと耕作し

ている方の支障にもならないように、それぞれ管理を楽にしていただけるような方策

として、一つは、そんな点も考えていくことになっておりますので、ご承知おきいた
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だければと思います。 

○７  番 （湯澤 賢一） 今の振興課長のお話は、前の農地の管理のほうのですよね。わかり

ました。 

今、ちょっと村長さん、村長との話の、要するに、地区に若い人、住宅、若者住宅

をつくって、そこに若い人を誘致するというふうな考えを地区の総代さんたちに投げ

かけても、なかなか、その場はいいんだけれども、なかなか続かないというふうなお

話がありました。そういう若い人たちを求めている、求めていないということは絶対

あり得ないと思います。ただ、地区の総代さんたちは、やっぱり１年ごとに交代しま

すので、ことに人間、人のような問題で、その場で終わらない、何年も先まで続く、

自分でそこまで責任持てるかというふうな問題については、なかなか乗りにくい部分

もあるのではないか、私が聞きたいのは、もし、そういうふうなことが、例えば地区

で「おお、それはいいぞ。」というような話になれば可能性があるかどうかということ

を、ここでちょっとお聞きしておきたいと思います。 

○村  長  私としては、ぜひ取り組みたいころですが、先ほど申し上げたように、どうもニー

ズが、手ごたえが感じられないというふうなところで、ニーズがあるのかなというふ

うなところで、ニーズが、もし、しっかりあるんだということで、地区のほう、地区

としてのそういう人を入れたい、ついては、募集して面接の段取りをとってくれと、

１回、会って話をして、みんなで話をして、この人だったら応援してやろうというよ

うな人があらわれたら、面倒見るし、また、我々も面倒を見てもらえるところは見て

もらいたいからという、そういう形ができればですね、こういう声がはっきりとあれ

ばですね、ぜひ取り組みたいなというふうに思っておるところです。 

○７  番 （湯澤 賢一） 地区のほうと、あるいは来る人の側の問題もありますが、都会、例

えば都会の若者が参加できる魅力ある農業とは何かというふうな問題もあるかと思い

ます。単に土地が開いているだけでは、なかなか、農業を職業としようとする若者は

集まらないかもしれません。専業で農業をやり、生計を立てている人たちを見ますと、

本当の旺盛な研究心と労を惜しまないずくと、何よりも粘り強さに感心いたします。

そうした努力で得た知識や技術をきちっと伝える、いわば、少なくとも地元農業者を

教師とするような学校的な場も必要なのではないかと思ったりしております。そうい

う、いわば、そういうことのためにもお金が使えるのは、ひょっとしたら行政のよい

ところかもしれません。住民の要望があれば、そこにもお金が使えるということにな

ればいいかと思います。 

もし、都会からの農業就業志望者がいるとすれば、恐らく、それは、最低でも有機

栽培で無農薬を志向するのではないか、それは、ちょっとしたら、都会の人たちが強

く志向する農産物であるかもしれず、その感覚は地元農業者の学ぶべきことかもしれ

ません。 

魅力ある農業の研究と中川村独自の農業のあり方の構築を、ぜひ検討していただき

たいと考えます。 

幾つかの、私は提案を含めた質問いたしました。村長は、以前、前回の選挙のさな
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かだったと思いますが、「必ず、このトンネルは抜けるときが来る。そのときのために

準備を今しよう。」と呼びかけられました。その準備のための住民の意見が、こんなと

きこそ広く村に集まりますように、胸襟を開いて受け入れていただくことをお願いし

て、私の質問を終わります。 

○議  長  これで７番 湯澤賢一議員の一般質問を終わります。 

次に、９番 竹沢久美子議員。 

○９  番 （竹沢久美子） 私は、さきに通告しました高齢者が安心して暮らせる介護保険制度

をということで質問いたします。 

2000 年４月にスタートした介護保険は、制度開始から本年４月で 12 年を迎えまし

た。通告書に 10 年と書いてありますが、丸 10 年を過ぎてというような文章をつくり

かけたので、ちょっと間違えましたので、12 年に訂正をお願いいたします。 

高齢化が進行し、介護問題が深刻化する中で家族介護から社会全体で介護を担い解

決することを目指して登場しました。 

しかし、発足当時から幾つかの問題が指摘されており、保険あって介護なしの声も

聞かれ、介護殺人だとか介護心中など悲しいニュースが聞かれます。 

高齢者の中にも、年金問題なども含め、貧困と格差が広がっています。 

また、家族介護のために仕事を辞める介護離職者も全国で 10 万人以上います。これ

は、ちょっと古いんですが、2006 年の 10 月から翌 7 年の９月までの１年間で、総務

省の就業構造基本調査の中では、過去最高の 14 万 4,800 人と報道されております。 

そうした高齢化の進行で利用者が増えたり、また、介護報酬の引き上げで労働条件

の改善を図ろうとすると、低所得者まで含めて保険料や利用料が値上げになる大きな

矛盾を抱えた制度だからです。 

また、抜本的な見直しをしないままに改悪を繰り返し、2006 年の改正では負担軽減

制度は全額免除がなくなりました。国の予算が 2006 年は 43 億円あったのですが、こ

の負担激減で 09 年には 19 億円と減っております。介護を最も必要とする所得の少な

い人たちが制度を利用できないのでは、介護保険の存在意義が問われます。最初の目

標に掲げた介護の社会化には、ほど遠い状況も生まれています。 

今回の制度見直しは、新たな給付抑制策も盛り込まれました。 

しかし、新制度の具体的な中身については今後の検討課題とされており、利用者の

中には必要なサービスが受けられるのか不安を感じている方もいます。 

介護保険運営の現状と改定介護保険法の問題点などについて何点かお聞きしたいと

思います。 

決算報告書にも 22 年度の現状については丁寧な説明がされておりますが、通告した

部分をお聞きしたいと思います。 

最初に、１番としまして、介護保険事業の実態ということで、第１号被保険者、65

歳以上の方ですが、2000 年には月額約 2,307 円、基準額です。年額 2万 7,680 円だっ

たものが、２、３、４と来て、2009 年～2011 年には月額 4,280 円、年額 5 万 1,360

円となっております。 
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事業計画ごとに値上げをされている、給付費が増え、保険料も上がるシステムなの

で仕方がないと思いますが、高過ぎると言われている保険料と利用者負担についてど

のように考えているかお聞きします。 

○保健福祉課長  介護保険につきましては、保険福祉課長になるまでは、そんなに関心がなかったわ

けでありますけれども、保険福祉課長になって、その実態が、今、勉強中であります

けれども、介護保険料につきましては、66 の保険者がいるわけでありますけれども、

その中で、平成 23 年度は 56 番目というところに位置をしておりまして、月額 4,280

円という状況でありますけれども、上伊那の各市町村と比べましても、中川村は高く

なっているという状況でありまして、全体的には高いのかなという認識は持っており

ます。 

○９  番 （竹沢久美子） 中川村の収入を考えたときに、やはり県では 56 番目というお話でし

たが、やはり非常に負担としては高いのではないかと私も思います。 

そうした中で、利用抑制のケースなどが考えられないか、そうした実態はないかお

聞きしたいと思います。 

○保健福祉課長  利用抑制というような部分については、ないというふうに思っております。 

○９  番 （竹沢久美子） 利用抑制のケースはないということですが、実際に、受益者のほう

が利用をセーブしているのではないかというような感じもします。 

それで、利用限度額を超えた金額について、泰阜村では一般会計から補助をしてい

るんですよね。そういう市町村もありますので、今後の、ぜひ、今すぐというわけに

はいかないかもしれませんけど、検討課題として検討していただけたらと思います。 

続いてお聞きしますが、今、老老介護など、介護者の実態は非常に厳しいものです。 

また、高齢の両親とか、また、父、母の介護ということで、独身の子が介護するな

どのケースで、新聞報道などでも非常に痛ましいケースも報告されております。こう

したケースは、なかなか保健施設とか相談ができなくて、自分だけで背負ってしまっ

たというようなケースが非常に多いと思いますけれど、中川の実態として、いわゆる

老老介護などとか、それから、そうしたケースの数字をつかんでいるかどうかお聞き

したいと思います。 

○保健福祉課長  老老介護の関係でありますけれども、65 歳以上で２人世帯というのを拾ってみます

と、179 世帯あるわけでありますけれども、その中で要介護者のいる世帯といいます

と、23 世帯、約 12.8％でなります。そういう状況ですけれども、２次予防の対象者

という部分も含めてみますと、その世帯が 12 世帯ということで、35 世帯ぐらいはい

るのではないかということで把握しております。 

○９  番 （竹沢久美子） 本当に新聞報道などされるのは特殊なケースなように思われており

ますけれど、ぜひ、こうした 35 軒なり、また、プラスアルファのところへも目配りを

していっていただきたいと思います。 

続きまして、介護認定についてですが、家族構成とか住宅事情、また、経済条件、

心身の状況など、この介護の認定についてですけど、認知症も含めて、実態に即して

いるか、ケアマネージャーやなんかの調査員と認定審査の方とは別なので、その辺の
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ところはどのように解釈しているというか、つかんでいるかお聞きしたいと思います。 

○保健福祉課長  介護認定につきましては、ちょっと把握をしておりませんけれども、一応、認定者

の数字としましては、新規の認定者は 58 人というふうになっておりますけれども、的

適切に認定がされているというふうに思っております。 

○９  番 （竹沢久美子） 適切な認定がされているという答弁でありましたけど、全国で認定

を受けても利用しない人、これが、08 年ですけど、約 91 万人もいるということで、

やっぱり生活実態の把握ということが非常に大事だと思いますので、その辺のところ

の把握を、ぜひお願いしたいと思います。 

また、昨日の５番議員への答弁の中で、越百園などがデイサービスをやめてショー

トに変更との話がありました。黒字がほとんどないということですが、こうした介護

認定と、それから、実際に認定しても利用していないっていうことを考えたときに、

増床しても、待機者は約 1,000 人というお話でしたが、中川村で 24 名ということでし

たが、増床しても、約、待機者の半分ぐらいしかクリアできないと思うんです。きの

うのお話しではね。そうしたときに、やっぱり、本当にデイをショートに変更してし

まって、希望者なり、それから、本当に福祉の施策としての高齢者施策として、この

ショートというものを、デイサービスというものをどういうふうに位置づけていくか、

そんなことはどのように考えているかお聞きしたいと思います。 

○保健福祉課長  デイサービスセンターにつきましては、中川村にもいわゆり荘もありますし、飯島

町はしゃくなげ園ですか、ありますけれども、それぞれの施設が利用者数が満杯って

いう形ではないわけであります。それで、越百園のデイがやめるというふうになった

場合は、そういう、いわゆり荘なり、しゃくなげ園なりというようなところに利用者

が流れていくのというふうに思っておりますけれども、そういうところでの受け入れ

は十分可能だというふうに思っております。 

○９  番 （竹沢久美子） 今の答弁では、越百園でデイサービスをやめても受け皿はあるとい

う、そういう解釈でよろしいですね。はい。 

それでは次に、よりよい質の高い介護者の育成ということで、ちょっとお聞きした

いと思います。 

ケアマネージャーとか介護士とかヘルパーさん、こうした方は、各事業所で抱えて

いるので、実態としてはなかなかわかりにくい部分もあると思いますけど、研修など

に対する支援の考え、各施設なんかの、より質の高い介護者育成という立場からどの

ように考えているかお聞きしたいと思います。 

○保健福祉課長  各施設への、そういう支援というふうにとらえましたけれども、村的には、今まで

も行っておりませんし、これから状況なんかを聞く中で検討していきたいというふう

に思っております。 

○９  番 （竹沢久美子） なぜ、このことをお聞きしたかというと、例えば、ある高齢者の方

を介護するのに、幾つかの施設を使用したり、また、訪問介護を利用しながら、非常

にケアマネージャーのケアプランで、困難な中でもひとり暮らしの方をフォローして

いるっていうふうな、実際に例があるわけです。そうしたものを考えたときに、やは
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り、本当にケアマネージャーの、この能力というものは問われるんではないかという

ことを考えましたので、ぜひ、そうした研修なども含めた支援がしていただけたらと

いうことで質問いたしました。 

次に、介護労働者の処遇についてですけれど、いわゆる低賃金で人材確保が大変だ

ということであります。 

また、こうした不況の中でも、なかなか、この介護の労働者が集まらないというよ

うなお話も聞いております。 

今年度で交付金が終了するわけですけど、国への要望なども、ぜひ、積極的に行っ

ていく必要があると思うんですが、それの辺はどのように考えていますか。 

○保健福祉課長  平成 21 年から３年間ということで介護従事者処遇改善交付金というのが基金とし

て県のほうに積み立ててあるんだということで、それに対して各事業所から申請を出

していただいたということでありますけれども、条件が満たされないような小さい事

業所につきましては、交付申請がされなかったというようなことも聞いておりますけ

れども、そういうようなことが、これからも続くように、そういう国等への要望とい

うのは大事なことかなというふうに思っております。 

○９  番 （竹沢久美子） ぜひ、こうした声を出していっていただきたい、何とか、郡とかの

福祉会などもありますので、そうした立場でも、ぜひ、声を出していくことをお願い

したいと思います。 

続きまして、２番目といたしまして、改定の介護保険法に対する、ちょっと対応に

ついてお聞きしたいと思います。 

改定介護保険法は、医療、介護、予防、住まい、生活支援サービスが切れ間なく提

供される地域包括ケアシステムの実現を目指すとされています。 

昨日も第１号議案で中川村地域包括支援センター条例が採択されました。 

市町村の判断で介護予防だとか日常生活支援総合事業の創設ができるというように

うたわれておりますけど、現行、要支援１、２の認定者、いわゆる予防給付で通所介

護でデイだとか訪問介護、短期入所などができているわけなんですけれど、新しくなっ

た場合に、この要支援１、２の方たちがはじかれてしまうのではないかという懸念が

されます。そのようなことが考えられるのですが、村としてはどのように解釈してい

るか、ちょっとお聞きしたいと思います。 

○保健福祉課長  改定介護保険法が６月に成立しまして、平成 24 年４月１日からの施行ということで

ありますけれども、詳しい内容は、まだ、全部わかっているわけではありませんけれ

ども、市町村で、その介護予防、日常生活支援総合事業ができるということでありま

す。国から示された資料によりますと、この総合事業の導入によって、要介護認定に

おいて要支援と非該当を行き来するような高齢者に対する切れ目ない総合的なサービ

スの提供ですとか、虚弱ですとか引きこもりなどの要介護認定されない高齢者に対す

る円滑なサービスの導入が可能となるというふうにされております。 

村としましても、地域包括支援電ターでは、まさに同じ考えを持っているわけであ

りまして、要支援の人は自立度が高いので、認定を外して２次予防に持ってくるとい
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うことを目指しているわけであります。 

これまでは、要介護認定で要支援に認定されますと、地域支援事業で行っている高

齢者憩いの家の生きがいデイサービスですとか体と頭の体操教室というものには参加

できなくなるわけでありますけれども、このことによって、通所系のサービスにおけ

る人間関係が減ったりとか、介護保険のデイサービスを利用することで、なかなか２

次予防の、そのランクに戻せなくなるということが問題としてあったわけであります

けれども、この改定による、この総合事業によって、通所サービスを行うことで１次、

２次及び要支援認定者が利用できるということになりますので、こういうこと問題の

解決を図っていきたいということであります。 

○９  番 （竹沢久美子） 今、課長からは、非常にいいほうの面で説明があったわけですけれ

ど、私たち、読み説く中では、いわゆる介護保険の事業者の視点基準の適用がなくて

もできると、しかも、介護報酬が給与されないというような面があるんですけれど、

その辺のところはどのように考えておりますか。 

○保健福祉課長  そこについては、まだ、わかっておりませんというか、私がわかっていなくて、ま

た、これから、そこら辺も検討していきたいというふうに思っております。 

○９  番 （竹沢久美子） ぜひ、この介護報酬が給与されないということと、それから、サー

ビスの担い手を専門のヘルパーさんやなんかでなくてボランティアでもできるという

ようなふうになっていく危険性もあります。ボランティアが悪いということではあり

ませんけれど、やっぱり専門職がして、しかも、きちっと介護報酬が払われるってい

うのが、やっぱり制度を維持する上でも大事だと思いますので、その辺の、また、検

討を、ぜひ、お願いしたいと思います。 

そして、こうした中で、今まで介護保険の該当になりますと、人員だとか施設の運

営、全国一律の基準があったわけですけれど、今度は、サービス内容や料金設定が市

町村任せになるというようなこともあります。ぜひ、サービスの質の確保ができるか

どうかということで、この辺も、ぜひ、検討課題として考えていっていただきたいと

思います。 

続きまして、この地域支援事業ですけれど、事業費が介護給付費の３％以内という

ことが言われております。そうしますと、今、要支援の１、２の方、該当者も、非該

当の方も地域支援事業の中でやっていくようなお話でしたけど、実際に要支援の１、

２の該当者が、現在、どのくらいの介護給付費を使っているかっていうと、約 5.9％、

６％近くて、そうすると、もう、サービスが提供されることが不可能ではないかって

いうようなことが考えられます。こうしたことも検討されているか、また、もし、ま

だ出したら、ぜひ、この辺のところも検討して、この総合の事業の取り組みをしてい

ただきたい、そんなふうに思いますが。 

○保健福祉課長  地域支援事業の３％以内というのは、今、言われたように、要支援１、２の方の、

その講習とは、また別のものだというふうに私は解釈をしておりましたけれども、も

し、そういうような、そこら辺も、ちょっと具体的に、何ていうのかな、担当者で検

討したいというふうに思っております。 
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○９  番 （竹沢久美子） ぜひ、私も、まだ、総体の形がどうなるかっていう、国自身も示し

ておりませんので、私の解釈が間違っておったらなんですけど、ぜひ検討をお願いい

たします。 

次に、24 時間地域巡回型訪問サービスということが、この中で出されているわけで

すけれど、聞こえは非常にいいんですけど、実際に、日中、夜間を通じて行う排せつ

や体位交換介助、短時間訪問、いわゆる 15 分程度で利用者からの通報に随時対応する

というようなことが出されてきております。 

現在、訪問介護では、一定時間、ヘルパーが滞在して、身体介護や生活援助をして

いるわけですけれど、こうしたことが人材的にも、人材不足の中で本当に担い手が確

保できるのか、また、こうしたことがやっていけるのかという危惧されるんですが、

その辺はどのように考えておりますか。 

○保健福祉課長  24 時間の地域巡回型の訪問サービスでありますけれども、事業的にはかなり難しい

というふうに思っておりますし、また、手を挙げる事業所があるかどうかというふう

に思っておりますけれども、なかなか事業所で手を挙げるところがないんじゃないか

なあというような思いはしております。 

○９  番 （竹沢久美子） こうした施設を中学校区で１施設というようなことをあれしていま

して、強制的にそうしたことも出されてくるのではないかと思いますので、今後の検

討課題としていただきたいと思います。 

次に、療養型医療施設が本当は 2012 年の３月で廃止の方針でしたが、今の状況では、

とても収容しきれないということで、看護難民も出てしまうということで、一応、猶

予という形にはなりました。しかし、まだ廃止方針は撤回しておりませんので、この

辺のところの検討なり、また、取り組みも、ぜひ、していっていただきたいと思いま

す。 

こうしたいろいろな問題が出されている新しい改定の介護保険法で、まだ、わから

ない部分が非常にあるわけですけど、地域包括支援センターが地域の介護拠点、本当

に地域で安心して暮らし続けられる施設になるような取り組みを、ぜひ、お願いした

いと思います。 

続きまして、３番目として、第５期の介護保険事業計画がスタートするわけですけ

れど、これが 2012 年から 14 年までになりますけど、現在、平成 23 年の介護保険料、

第５段階ですけど、月額 4,280 円、年額 5万 1,360 円ということですが、国は、今後、

4,160 円が 5,200 円ぐらいになるのではないかというような数値を出しております。 

中川村としては、どのような、大体、見通しを、今後、持っていますか。 

○保健福祉課長  この 10 月４日に第５期介護保険事業計画策定に向けた第１回目の懇話会を開催す

る予定でありますけれども、それから３～４回開催をして、第５期の計画を練ってい

くわけであります。今現在、まだ、その保険料が幾らになるということは申し上げら

れ、まだ検討してありませんけれども、サービス料というものを出して、それから、

今まである基金なんかも取り崩すっていうような考えもしてみて、どんなくらいに

なっていくかなということでありますので、そんなようなことで、よろしくお願いを
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したいと思います。 

○９  番 （竹沢久美子） 国も、都道府県の財政安定化基金や市町村の介護給付費準備基金の

取り崩しをして平均 5,200 円、5,000 円ぐらいに月に収めたいというような報道もさ

れております。中川村でも、平成 22 年末に 4,280 万円の介護給付費準備基金がありま

すので、こうしたものも、ぜひ活用して、できるだけ負担が少ない制度にしていって

いただきたい、そんなふうに考えておりますが、その辺はどうでしょうか。 

○保健福祉課長  先ほど申しましたとおり、そのサービス料が、これからどれくらいになるかという

ことでありますけれども、今、言われたように基金なんかも取り崩しを考えて、なる

べく抑えられるものは抑えたい、抑えられるようにしたいなということは思っており

ます。 

○９  番 （竹沢久美子） ぜひ、そうした前向きな取り組みをお願いいたします。 

それでは、ちょっと通告にはないんですけれど、各地域でだれもが寄れるデイサー

ビス、例えば常設なものが、今、グループホームなんかがあるんですけど、そうでな

くて、地域で、もし、地域の人たちが行きたいときに行って集まれるような、そうし

た場所がつくられて、村のほうへ、そうしたところの、例えば借地料なり水道光熱費

なりの支援などが求められたときに対応するような考えはあるかお聞きしたいと思い

ます。 

○村  長  集会所とかの利用をされるということではないんでしょうか。ちょっと、あ、聞い

たらいかんのか。 

○９  番 （竹沢久美子） 今、逆質問がりましたので、集会所では、なかなか、その常設とい

うものはできなくて、どこかをお借りして、例えば、だれが来ても、来られる人が来

るっていうようなことで、なかなか行くところがないとか、そういうような高齢者が、

もし、集まるようなところを求めて、そうしたところが設置されたらというケースで

ございますので、具体的に、まだ、ここでこうやってやるから、こういうっていう話

ではないんですけれど、そういう場所を希望している方もおります。ですので、こう

いうような例が出てきたときに、村として何らかの支援をするような考えはあるかと

いうことです。 

○村  長  今、お話をいただいた、普通であれば、一番手近なところでいくと、近所のばあさ

ん同士が行ったり来たりしながら、ちょっと、きょうは何かおいしいお菓子が入った

から来ないかねみたいな話で行ったり来たりして、日ごろのおつき合いをしておられ

るというレベルがあり、それからまた、何かの、いきいきサロンとか、いろんな形で、

集会所等々でそういう活動があったり、何か、こう、お年寄りの会みたいなものが行

われる、ゲートボールの集まりの後、ちょっとお疲れさん会するで集まらんかみたい

な話があるっていうふうなことは想像がつくんですけども、それ以外で、そうじゃな

い形で高齢者の方が集まられている機会ができて、それに光熱費等々を村が支援する

というのか、どういう状況、条件なのかっていうのは、ちょっとわからないので、も

し、そういうニーズなり、何か取り組みなり、そういうものがありましたら、また具

体的にお聞かせいただいて、それについて、行政としてかかわっていくべきかどうか
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というふうなことの判断をさせていただかないと、ちょっと、今のお話だけでは、

ちょっと返答が難しいかなというふうに思います。 

○９  番 （竹沢久美子） まだ、実際にどこでどうっていうことはないんですけど、例えば美

里あたりだと、なかなか、どなたかのうちへ行ってっていうのようなのが、お隣も遠

いし、大変なんです。それで、これは例なんで、こうするということではありません

けど、例えば、今、美里の集会所のところの元ＪＡだったところが空いているわけな

んです。利用を、もし、できることがあればっていうことがありましたんだけど、そ

んなようなときに、みんな、美里のお年寄りの方たちは現役なんで、そんな場へ行っ

ている暇はないって言われるかもしれませんけど、そこへ行って、いつもやっている

いきいきサロンとはまた違った、自分たちができることをそこへ行ってやるというよ

うな、そんなような形が、将来的な何か高齢者の施設としてというか、地域で支えて

いくっていうような形が考えられるのではないかというふうに思っておりますので、

また、具体的な話ができてきたら、また、その件については、お話するようにします。 

それでは、私は、議員になる前に、臨時職員として介護施設で何年か働いたことが

あります。そのときに、それこそ、あるおばあさんが会話の中で「長生きし過ぎたな

ん。」と言いました。本当に戦争や貧しい時代を生きてきて、やっと、こうした施設に

来られるようになった 80 歳余の方のこうした言葉に、本当に、口にさせることに憤り

を思いました。今度、新しい介護保険法ができるんですけれど、担当者としても、ぜ

ひ、こうした思いをする高齢者がいなくなるような制度の構築をしていっていただき

たいと思います。ぜひ、最後に決意をお聞きしたいと思います。 

○保健福祉課長  私は、保健福祉課長になりまして、まだ半年でありますけれども、まだまだ勉強不

足でありますので、これからしっかり、内容等、わかるようにして、よりよい介護保

険なり、高齢者対策をしていきたいというふうに思っています。 

○議  長  これで竹沢久美子議員の一般質問を終わります。 

ここで暫時休憩といたします。再開を 14 時 45 分とします。 

［午後２時３５分 休憩］ 

［午後２時４５分 再開］ 

○議  長  休憩前に引き続き会議を再開します。 

２番 高橋昭夫議員。 

○２  番 （高橋 昭夫） 私は、通告をいたしました２点でありますけど、質問をさせていた

だきます。 

１として、美しい村づくりについて、これは、昨日、３番議員が質問をしており、

ある部分、ちょっと調整をさせていただきましたので、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

美しい村づくりについて、美しい村と一口に言いましても、それに伴う村づくりは

大変難しいものであります。 

中川村が日本で最も美しい村連合に加盟をして３年が経過をいたしました。村内外、

さまざまな声、反応があるかと思いますが、まず、村長に、その反響などをお聞きし
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たいと思います。 

○村  長  日本で最も美しい村連合への加盟をしたということの反響はどうかというご質問を 

ちょうだいいたしました。 

他の市町村からも注目をいただいておりまして、例えば、福岡県から、八女市とこ

ろから研修に職員の方が来てくださったりというふうなこともありますし、また、村

外も含めて、遠方からも含めて、村長への手紙でも、この件について、数通、ご意見

を――ご意見というか、行ってみてすばらしかったというような感想をいただいてお

るところでございます。 

１番見えてくるのは、連合の写真コンテストということをやっておりますけれども、

第１回が平成 21 年だったんですけども、この時が中川村を題材にした写真が 37 点寄

せられました。それは、18 の地区と町村が加盟している中で３番目に多いという結果

でございました。北海道の美瑛町、それから白川村、世界遺産の、それに続く３番目

ということでした。その翌年、平成 22 年、第２回につきましては、中川村が 64 点取

り上げていただきまして、この時は少し増えて 33 地区になりましたが、４番目に多

かったと、第３回、平成 23 年度につきましては、44 点のご応募をいただいて、39 地

区中で、だんだん地区も、加盟町村も増えているということで、その中で５番目の成

績――成績というか点数が多かったというふうなことでございます。 

中川村といたしましても、連合に加盟した記念として信州中川フォトコンテストと

いうものを平成 22 年にやりまして、49 名の方から 205 点の応募をいただいていると

ころでございます。 

あと、サポーター企業というのが幾つもありまして、例えば、その中で、広告会社、

白鳳堂さんなんかもその中に入っておって、その中でテレビコマーシャルを連合の中

で撮りたいというようなことで、そういう動きもありまして、これからだんだんと、

さらに連合の知名度も上がっていくのではないかなというふうに思っているとこです。 

村内においては、例えば、商工会とかですね、美しい村連合のマークの入った名刺

を、ぜひ使いたいからというふうなことで使っていただいておりまして、ほかにも、

準会員、年間 5,000 円だったかな、連合のほうにお支払いをしてくださって、それで

マークを使っていただいているというような準会員が村の中に現在 30 会員ほどい

らっしゃいます。そういった方々もマークを使ったり、その美しい村連合ということ

をきっかけにして、いろいろ商談等々、いろんな話が切り口として使っていただけて

いるんではないかなとふうに思うところでございます。 

以上です。 

○２  番 （高橋 昭夫） 今、村長からお話がありましたけれども、外部から大変な反響とい

いますか、名前が美しい村ですので、心も明るくなるし、そして、お互いのにこやか

というものを想像しますし、その意味で、そういう心を持って前進をしていけばいい

なと、こう思うわけでありますが、村民の意識の変化ということでありますけれども、

外枠はありますが、村内においては、私も何件も回って美しい村というのを言葉に出

しますと、何というんですか、今さら美しい村といいますか、この村の中にいますと、
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実際、ちょっとぴんとこないかもしれません。しかし、こういう連合に入りましたら、

やはり 1番の母体は村民の心の持ち方というものが、その起爆になりますから、大い

に、何というんですか、ＰＲといいますか、真意といいますか、そういう部分のもの

を大事にして、ＰＲ、大いにわかっていただくと、その母体がすごく大事だと思いま

す。 

それで、お聞きするんですけれども、そういう美しい村でありますと、心も温かみ

のある、そうしたことが求められると思いますが、美しい村、何かで知って、この村

を訪ねるといいますか、そういうこと、あるいはここへ来ての、どうしたらいいかと

いう部分に、まず、そのスタートのポイントがあるわけですが、その折りの行政、役

場の管轄の課、そして、その受け入れ対応が確かでなければいけませんので、その折

りに、その窓口、それから、案内対応というものをぼつぼつそろっているかと想像し

ますけれども、どのようになっているかご説明いただきたいと思います。 

○村  長  美しい村、通告のほうでもいただいておるので、その辺のことも含めながらお話を

させていただきたいと思いますけども、先ほど申し上げたとおり、特に外においての

注目度が、おっしゃっているとおり、村内よりも外のほうが高いのかもしれないなと

いうふうなところはあります。ただ、そういって外の方々から中川村って日本で最も

美しい村なんだね、本当に来てみて、雄大な景色、すばらしい、心安らぐ感じでよかっ

たよというふうに言っていただくということで、そのことによって、それが当たり前

と思ってた村民の方々も、いや、そうじゃなかったんだと、我が村は、美しい、すば

らしいところなんだというふうなことで、逆に外の人の目によって、評価によって自

信を深める、理解を深めるというふうなことがあるんではないかなというふうに思っ

ているところでございます。 

ですけれども、その美しい村連合とのいうところの美しいという言葉の目指すとこ

ろなんですけども、何度も申し上げてますけど、単にごみが落ちてないとか、単に景

観が美しいとか花が咲いているとか山がきれいだというようなことに終わるわけでは

ございません。村のよさを生かした形で、何らかの、下世話に言えば、お店なりサー

ビスなり、何かそういう村のよさを生かしたことをして、それによって何がしかのお

金も残って、後継者も残していけて、後継者によって美しさが、また残るというふう

なことでございます。だから、そういう形で村のよさを、この美しい村連合というこ

とに加盟ということを生かしていただいて、商売――商売と言うと、ちょっと生臭く

なっちゃいますけども、そういうことにも使っていただきたいということでございま

す。 

ですので、観光で見えた方、景観を楽しみに見えた方に、役場で対応して、きょう

は、こちらがきれいですよというようなことを申し上げるっていうことは、もう、本

当に、ごく一部の狭いところのことでございます。 

とはいえ、村の方に問い合わせがあった場合にはですね、商工観光課が、そういう

観光の問い合わせなんかにつきましては、窓口に、振興課の商工観光のほうで、例え

ば、桜の今どこどこが何分咲きですよっていうふうなこととか、そういうふうなこと
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の問い合わせには応じておるし、また、村内含めて、村外も含めて、その美しい村連

合ということに加盟しているということをどのように生かしていくかという、もう少

し戦略的な取り組みについては企画のほうでやっておるというような、そんないうこ

とでお考えいただければと思います。 

○２  番 （高橋 昭夫） 美しい村ということでありますので、今までの電話対応も、事務所

の、ちょっと美しいというか、ウグイスというか桜というか、そういう意識改革って

いうか、そういう構えが大事だと思うんですけれども、上辺じゃありませんけど、そ

ういう折りの職員の美しい村っていう形への一貫をなした認識っていうか、そういう

統制じゃありませんけど、何か、朝礼は、やらないけど、何か皆さんも、そういう認

識、目いっぱいという、いっぱいあります？こう、わくわくしています？ちょっとお

聞きしたいと思います。 

○村  長  はい。あると思います。 

○２  番  この間、四徳の、何というんですか、四徳鉱泉へ参りましたけれども、その折りに

私は普段着で行きましたら、都会から来られた管理人さんがおいでになりましたが、

ちょっと、いろいろな、遠回しにお話をお聞きしますと、村のことは全く知らないと、

そういう、割り切って、割り切った、そういう姿もあるのかもしれませんが、ちょっ

と、その、何か冷たさというか、そういう迎え入れっていう、だれが来るかわかりま

せんけれども、そういう部分は、美しい村として足を進めたというようなことを考え

ますと、やっぱり心を込めて、そういう形のものを、末端、あるいはチャオでも何で

もそうですけれども、そういうことごとくに、そういう受けの姿勢というものを、やっ

ぱり大事にされるということがいいのかなあとこう思います。 

それから、この美しい村っていうのは、私も４日ほど前に買いましたけど、美しい

村、中川村は、どういう村かなあっていう形がありますときに、これは、村でお願い

したわけじゃなくて、勝手につくったって、こういうことでありますか。なかなか、

写真は美しいものでありますが、中川村は農村で、本当に果物といいますか、大鹿は

わかりませんけれども、そういう意味でいきますと、野の幸っていいますか、まあ、

キノコだとか、何となしの、この中川ならではの、リンゴにしてもナシにしても、あ

るいは、その果物というものは丸い物が多いもんですから、本当に心が和む、そうい

う部分でいけば、ちょっと農作物、探してもないんですね、ですから、そういうよう

な部分にも、ある意味で、こちらへも、いろいろ聞きつつの編集があったかも知れま

せんけれども、そういう部分には、大いに心馳せて、一生懸命、大変かと思いますけ

れども、そういう部分にも気配りをしていただきたいと思います。 

それと、美しいという言葉が漠然としているが、どのような美しい村を目指すのかっ

ていうのは、この信州大学の人文学部の社会学研究室、社会調査というのを、これ、

３月に発行されていますけれども、その中の内面を見ますと、今、言いましたどのよ

うな美しい村を目指すのか、それは、やはりみんなで、答えは出なんでも、美しい村

だから、どういう村がいいのかねえというような、やっぱし知恵を出し合うというか、

心を寄せるということがすごく大事だと思うんです。何となし何となしでも、地盤が
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いいですから、美しい村へ行きますけれども、やっぱし、そこにみんなが心を一体を

なして寄せるというところに、磨きや輝きにつながっていきますから、そんなことを

よろしくお願いしたいと、こう思います。 

美しい村になったがゆえに、村内を回りますと、美しいというものより、美しい村、

それじゃあ何が美しいのかなあという形においては、その美しくないものに話題がい

く部分があります。 

例えば、アレチウリだとかカラスウリが、まことに、このごろ増えておりますし、

カツラの群生というのもありますし、それから、農地は、ここ､養蚕ありましたけれど

も、桑がなくなっての後に、やはり草が多いという現状があります。 

そして、この里山というのは、私、前にも質問させていただきましたけれど、景観

上、本当に、雑木、間伐もなし、そして、下のところもぼうぼうといいますか、ジャ

ングルのごときの、どうも、ちょっと感心もしないものも、美しい村に入っていない

ときには、そうは思いませんけれども、入ったということになりますと、何か苦にな

るという方も村内に多いんじゃないかと、それで、宅地の周りっていうものも、農面

の、上伊那へ行きますと、宮田の町などは、本当に家の周りに物を置かないのか、物

が足りんもんで置いてないのか、わかりませんけれども、しかし、整然として草もな

き、これはみんなの一体をなす心の構え、そういうものをひな型にして、中川村もみ

んなが、一人一人が、そういう意識になったときに、本当の美しい村に、私はなるん

じゃないかと、こう思います。 

美化意識を高めると、そういう意味について、村長、お考えがありましたら、ちょっ

と、きのうも藤川議員のときにお話がいろいろありましたもんで、ダブるかもしれま

せんが、美化意識を高める、そういう形に、何か、質問者が変わったら、また違う部

分が出るかもしれませんが、お願いします。 

○村  長  初めに、四徳の森林体験館につきましては、上伊那の森林組合さんのほうに指定 

管理を委託をしておるというような状況でおるわけですけれども、利用者の議員の方

から、そういうご指摘があったということについては、しっかりと担当から伝えて改

善をお願いしていきたいとふうに思います。 

それから、今、お見せいただいた本につきましては、全く、その出版社さんのほう

での企画ということで進んで、その後、ちょっと図書館にも置いてよというふうな形

で、何か数冊は買ったかもしれませんけども、そのようなおつき合いですので、内容

については、こちらからは、特にすり合わせとか、お願いとかいうふうなことはして

おりません。 

それから、どのような美しい村かというふうなことで信州大学の話も出ましたけど

も、美しい村連合のパンフレットにも書いておりますし、それから、私のほうでもホー

ムページ等々にも書いたりもしておりますし、広報にも書いたところでございますけ

ども、そしてまた、先ほども申し上げたとおりですが、単にごみがないとか、単に雑

草が生えてないとか、単に山が美しいとかいうことではなくて、そのよさを持続可能

な村にするために、いかに生かしていくかというようなことを考え、そして、そのこ
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とによってよさが大事に受け継がれていく、美しくあり続けて、暮らしも成り立って

いくというふうなことを目指すというのが美しい村連合の目指す意味でございますの

で、単なる美化運動、あるいは景観運動ではないというふうにご理解ください。 

ただ、もちろん、ごみがないとか雑草がきれいに管理されているとか、それから、

美しい景観があるとかっていうふうなことは、きのうも申し上げましたとおり土台で

ありまして、その上に、そういう村の魅力を外の方が味わっていただけるように、楽

しんでいただけるように盛りつけていくというようなことが必要ですので、肝心の土

台が美しくなければですね、だめだというふうに思います。 

ただ――ただというか、それゆえにですね、今、議員がおっしゃたとおり、美しい

村連合に入ったという目で見てみると、それまで気にならなかったところが苦になる

というようにおっしゃいましたけど、それは、もう本当に、まさに、その美化意識と

いいますか、景観を大事にしなくちゃいかんなというような意識の高まりのあらわれ

だというふうに思っておりますので、今後も、村民の皆様方にお願いをして、景観条

例なり景観住民協うふうなお話もありましたけども、ご協力もいただきながら、景観

美化意識の高まり、そしてまた、それを、さらにその上に盛りつけていくというふう

なことの取り組みをしていかなければならないなというふうに思っております。 

以上です。 

○２  番 （高橋 昭夫） 前にも、私、景観という意味で質問をさせていただいたことがあり

ます。電柱、それから電線、網目、これは、どうしても苦になるし、そしてまた、そ

の当時における村に来られた方、四季のこの変化の、それこそ美しいさまざまにカメ

ラを向けた折りに、どうしても線、相対が、一番きれいなところに線があるという事

例が多いと思います。そうしたもの、諏訪の町などは、ある人の提言によって、美化

という形で柱と線を、今、埋設といいますか、そういう形に進んでありますけど、望

岳荘のあそこの２階のふろ場のところの待合室といいますか、休憩室のところで、こ

こから見るアルプスは、西山は本当に美しいという形に、そこに足を進めると、ガラ

スに網目が入り、これは風に備えるための網の目だと思いますけれども、それを残念

がるというのは、やっぱし人間の心は同じかなと思いますけども、どなたも、そうい

うことを口にされる共通点があります。ですから、今までは何となしで来ましたけど

も、そういう形のものを改善をする、そしてまた、先ほどの柱や線というものも、単

に、それはだめだという形ではなくて、信念を持って、相手は中部電力とか、そうい

う形でありますから、今までの通例でない、ゼロからのスタート的に、中川において

は、美しい村だで、こういうときにこの言葉が生きるわけですから、そういう姿勢を

もって、極力に、それから、新しい新設については、そこの本当の局部っていいます

か、美しいところ、全部は金がかかりますから、部分、部分に気配りをして、美しい

村に備えていただくと、これが大変大事じゃないかと、こう思います。 

美しい村、これは大いに話題になると思いますけど、教育長にお聞きしたいと思い

ます。 

社会教育の面で、やはり、この名前をいただき、それに備えての、これからという



149 

ものは、話題を豊富にして、問題点を見出して、将来にといいますか、議論をすると

いいますか、そのことが老いも若きもの責任の中で大変大事かと思いますけど、この

美しい村について教育長の見解といいますか、思いをお聞かせいただきたいと思いま

す。 

○教 育 長  突然の指名をいただきましたので、ちょっとどぎまぎしてるところですけれども、

ある一つのことを定義にするということは大変難しいことだなあということを思っ

ておりまして、今の美しい村というものの定義も大変難しいかと思うんですけれども、

日ごろ私が思っていることを、ちょっと私見を述べさせていただきますけれども、景

観の美しさっていうことはあるかと思います。そして、歴史的な内容、文化的な内容

はもちろん、何よりも、やっぱり村民といいますか、人の心の美しさ、いわゆる素朴

さ、純粋さ、あるいは人情の細やかさといいますか、そういったものがあるかとも思

います。そして、その心が見えないわけですけれども、あいさつとか花づくりとか、

あるいは、ちょっとした日ごろの庭先を掃くというような、そういった一つの姿とし

て出てくることも大事じゃないかというふうに思っています。 

学校教育とか社会教育の中において、特に美しい村連合に加盟したから何々という

ことは一切言ってはおりませんけれども、それぞれ、学校のほう、あるいは社会教育、

公民館のほうでも、そのことを主体的に受けとめていただいて、学校のほうでは、具

体的に姿の見えるものとして、あいさつとか、あるいは、花壇づくり等に励んでおっ

ていただけますし、公民館のほうでも、いろいろ人が集い、学び、結び合うという、

そういうテーマのもとで、いろんなところで、そのお互いの交流なり、存在感という

ものをお互いに確認し合っているかと思います。 

したがって、全部ひっくるめて申し上げれば、子供たちも大人たちも、みんなが生

きがいを持って、そして、生気あふれる表情といいますか、眼を持って生活できる、

そういう村であるということを願いたいと思っています。 

○２  番 （高橋 昭夫） 村長に、また、お聞きしたいと思いますけど、きのうの答弁ってい

いますか、藤川議員の中で出ました条例、美しい、この通告に出しましたけど、美し

い景観を守り育てる、あるいは住みよい町をみんなでという、条例を、美しいという

形の条例というものについては前向きに取り組みたいというお話がありましたので、

これについては控えさせてもらいたいと思いますが、私、いろいろな人にお聞きしま

したら、この中川村の美しい村っていう場合に、その内輪の中で美しい村って言っと

たって、年がら年中見ているし、生まれてからっていう形のものは、その実感は伴わ

ないっていうか、それで、やっぱし外部の人が、そういうものはわかるもんだってい

うお話をお聞きしたときに、ああ、そうかなあと、こう思いました。そういう意味で

いけば、これから徒然にここに来られる皆さんに、いろいろな手段をもって、このア

ンケートっていいますか、中川村の評価を受けると、こういう意味に、一瞬にしては

拾えませんけど、そういう声を大事にしていただいて、何か集めをしていただくって

ことを提案いたしますけど、いかがでしょう。ちょっと、お聞かせ、突然になります

が、お願いします。 
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○村  長  先に、先ほどコメントされたことについて、ケーブルテレビ等々で見ていらっしゃ

る方々もいらっしゃいますのでご説明をさせていただきますと、あの電線の地中化に

つきましては、トランス、電信柱の上に乗っているトランスまでのところは、ちょっ

と今、数字、言いませんが、もう結構、かなり高い電圧できておるというようなこと

がありまして、地中化についても、それなりの形をつくらないと、やらせてもらえな

いというようなことでございます。ですので、かなりの費用負担がかかってくるとい

うようなことがございますので、今後、その景観等々について考えていくときにです

ね、景観ポイントみたいなところを選定しつつ、できるところから少しずつやってい

くようなことしかしようがないのかなというふうに思います。 

それから望岳荘のおふろの手前の２階のところの休憩コーナーの窓ガラスに網が

入っているということにつきましては、あれは、ボイラーの関係、消防法の関係、私

も、当然、あれ、大変、気になって、そのことは確認をしたんですけども、消防法の

関係でボイラーがあの下にあるのかな、近くにあるので、そこからどれだけの範囲内

については、そういうことをしなくてはいけないというような取り決めがあるので、

見苦しいから透明ガラスにしよう、透明ガラスでも高額な防弾ガラスか何かにすれば

いいのかもしれませんけれども、ちょっと消防法の取り決めで、ああいうことをせざ

るをえないというふうなことをご理解いただきたいと思います。 

ちょっとおまちください。 

アンケートにつきましては、今は、そんなに必要性を感じていないです。わざわざ

それをしていうような、定期的に何年かに１回やっていくというふうなことはいいの

かもしれませんけれども、まあまあ、メールをいただいたり、望岳荘に来たお客さん

の声だとか、あるいは、いろんなところでお会いした方々の声なんかを聞いていると

ころで、まあまあ、いい感じで評価を、高い評価をいただいておるというふうなこと

は感じておりますので、そのことよりも、おっしゃったとおり、村民が自信を持つこ

と、そしてまた、それをどういうふうに生かしていくのというふうなことで、自分な

りの工夫をして、ちょっと欲も出してというふうなところ、そちらのほうが課題かな

と、もてなすばっかりじゃなくて、何度も言います、子供に引き継いでいけるような、

子供の暮らしが成り立つような状況に近づけていくとを考えていただけるようにする、

したいなと、そちらのほうが、私としては、大変、どうしたらいいのかなというふう

なところで、悩ましい課題として思っているところでございます。 

以上です。 

○２  番 （高橋 昭夫） ちょっと、わざわざという言葉が出ましたので、ちょっと突っかかっ

ておりますが、やはり、今、来る、来られる一人一人というのは、最初の段階だけに、

私は、尊い、数なくても、拾いもんだと思います。ひとつ、いろいろ熱き心でやって

もらいたいと、こう思います。 

それから、中川役場の職員の皆さんを中心に立ち上げた美しい村づくり庁内プロ

ジェクトチームというのができたとお聞きいたしました。大いに期待したいと思いま

す。今後の取り組みといいますか、考え方、ポイントということでお願いしたいと思
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います。成果のある、どういう考えを持っておられるか、生かすのか、しかし、私は、

全員の職員、まあ、部分といいますと、きっと課長さん、係長さんかもしれませんけ

ど、いろいろを結集して、いろいろな意見が出ますから、いろいろ期待したいと思い

ますけれども、その取り組みと、これからへの考え方についてお伺いしたいと思いま

す。 

○村  長  庁内プロジェクトチームにつきましては、課長とかよりも、もっと、課長が年寄り

やと言うわけではないんですけども、若い方々、柔軟な、課長が柔軟でないという意

味ではないですけど、柔軟でフットワークのいい若手の職員の皆さん方で取り組みを

していただこうというふうに思っています。 

一番は、隣接している大鹿村さんもありますし、長野県の南のほうでは開田高原と

か南木曽とかありますし、県内７つの地区町村がございます。 

先日も名古屋のほうで、共同で物販とか観光案内等々のデモンストレーションを

行ってくれたところでございますけども、そんなことで、連合、フットワークと発想

を生かした形で貢献してくれるものというふうに思っております。 

以上でございます。 

○２  番 （高橋 昭夫） いろいろお話をお聞きしましたけれども、要は美しい村連合に入っ

た以上、その村の中の美しいという、その認めるものを認め合って、やっぱり心一つ

というか、認め合っていかないと、そのことによって美しさを守っていくっていう、

その心をきちんと育てるという形につながっていくと思いますので、大いに前向きに

取り組んでいただきたいと、こう思います。 

次に、天竜川の共生きといいますか、共生についてということで村長、教育長にお

聞きしたいと思います。 

中川村は、その名のように、天竜川があっての中川村であります。 

最近、天竜川が大好きだというある方から、「今の子供たちは昔の子供のころに比べ

て自然から心が遠くに離れてしまっている。自然には学ぶものがいっぱいあって、そ

ういうものを大事にすべきで、ふるさとの山河を後世に残していくと、このことがす

ごく大事だ。思い出に残るふるさとづくりは大人の責任である。」こういう言葉を強

く口にされました。加えて、「この中川村のような自然に恵まれた村に一番大事なも

のが忘れられているんではないか。」と、こうしみじみ聞かしていただきました。 

振り返ってみますと、昔は天竜川を泳ぎ、天竜に遊び場として、夏などは天竜川で

泳いでこいと、親も邪魔っていいますか、天竜川に危険だなんていうことじゃはなく

てという声を発して、喜んで、唇、紫色になるまで泳いだもんであります。これは、

天竜っていうのは、本当に天然のプール、山川は天然のグラウンドとして、その中に

楽しみの思い出をつくり、体を鍛える、鍛え育ったものと思います。いつのまにか河

川の環境、機能が失われ、天竜川はやっかいもの、そしてまた、今度のものもそうで

すけど、災害の中心となる被害者意識というものが高まっていると、全く魅力のある

天竜川というものを失ってしまいました。まことに残念だと思います。 

中川村が日本で最も美しい村、この加盟をしたと、このことをきっかけに、やはり

152 

中川の中央を走る天竜川が、中学の生徒も母なる大地と言いますけれども、母なる大

地の、その一部になる天竜川に、もっと心をはせて、心を寄せて、川に感謝をし、そ

して、遊び場としても、先人の、本当に 70 歳、80 歳、その人たちに声をかけますと、

輝いてくるわけでありますけれども、そういう思い出を、公民館や、そういうところ

の講演は遠くの講師も、また宝でありますが、足元に居る往年の昔の天竜川の、この

みなぎりのお話を大いに拾っていただいて生かしていただくと、そうして、そのこと

を、そのままに今に生かすということは不可能ではありますけれども、やっぱり子供

たちがここを離れて都会へ行ったときに、思い出となる遊び場でもあり、自然学習の

場でもあり、そうした広大な、そして流れ、これは、水に触れると川を知るという、

そして、この川の恐ろしさもありますけれども、この、何というか、頭の下がるさま

ざまのものを発見できると、そしてまた、その中に住む人間だけでない共生きの、こ

の、子供たちは発想をすると思いますけど、魚の住める川をつくってほしいという願

いがありますと、天竜上流工事事務所なども、私、４日前に行ってまいりましたけれ

ども、昔と違って、もう、本当に、この、聞き入れるっていいますか、うんと変わり

ましたっていう話は聞かしてくださいました。やっぱし、今までと違って、そういう、

そこに住む人、地元住民の声を聞いての推進というお話がありました。天竜川は、も

う中央でつくっているから無理だじゃなくて、中川は、先ほどと同じですけれども、

美しい村ゆえに、ここの河原に何か工夫をして、子供たちが宿り、楽しみの場として

の、そうした、まず、気がついて、その次には、本当に一生懸命お願いをすると、結

構、それが実行につながると、こういう信念を持ってやっていただくことがいいん

じゃないかと、その天竜川上流工事事務所の管理事務所ですけれども、「過去の天竜

川と将来の天竜川がどう接するかっていうことが、本当に大事だし、難しいですね。」

こう言っておりました。「ともに天竜川に近づける再生、これを、知恵を出し合いま

しょう。」と、こういう形を言っておられました。 

大いに、ここの中川村ならではの、中川村の飯沼から渡場までの、この景観ていう

か、鵜の淵といいますか、これは、本当に典型的な美を備えた川だと、こういうふう

に言われております。そんな形のものも大いに歴史的にも深きを知って、そして、天

竜川が喜んでくれるように、やはり、心寄せてできるだけ近づける、そういう努力を

する姿勢を持つっていうことが大事かと思います。 

教育委員会にお聞きしたいと思います。 

水に触れて川を知ると言われますが、そのことによって、自然の恐ろしさ、川の恩

恵といいますか、そういうことを知ると、小中学校教育の立場で、教育委員会は、天

竜川の自然をどうとらえ、どう生かされようとしているのかお聞きをしたいと思いま

す。 

加えて教育の指導方針がありましたら、あわせてのお話をお願いしたいと思います。 

○教 育 長  ただいまの天竜川に寄せる議員の幼いころからの深い思いをお聞きしまして、共感

をする部分も大変あるわけであります。 

かつての天竜川、私も泳いだことがありますのでよくわかるわけですが、現在は、
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そう簡単にはならないという状況があるかと思います。 

子供たちが、そういった天竜川を含めて、自然から離れていくというのではなくて、

私たち大人が離させていってしまったのではないかなあということをちょっと思っ

ております。それは、高度経済成長以後の日本の経済優先といいますか、利益優先の

社会構造、そういうところにも関係しているんではないかということを思っておりま

す。 

いろんな内容のお話がありましたけれども、現在の天竜川の堤防というのは、ごら

んいただいたとおりでありますし、また、天竜川に注ぐ支流の前沢川等の堤防も、絶

壁といいますか、そう簡単に下りることのできない、そういう状況になってきてし

まっているかなと、まあ、そういったことも、子供たち、あるいは大人もそうだと思

うんですが、なかなか川へは近づかなくなっていったということになるかと思います。 

そして、一方において、いろんなところで、この中川村においては、私の知る範囲

ではないわけですけれども、残念ながら川の事故というものが頻繁に起きている、今

年もあちこちで起きたわけですけれども、そういったことから、まず、人命を優先し

て、命を大事にする、安全ということが第一になり、そのために人をやや川から遠ざ

けたり、あるいはまた、危険という意味合いから離れていったところになるかという

ふうに思います。 

そういう中でも、いろんな村の中の地区とか、あるいは学校、あるいは公民館等で

も、全く天竜川とか川、水、そういったものに触れる機会がないわけではないわけで

して、例えば公民館の小学生のふるさと教室というところでは、天竜川上流河川事務

所の協力を得ながら夏休み水生植物の観察も行っておりますし、また、天竜川と小渋

川の合流点に近い、あの河原でもって、岩石の採集をしながら、この村の大昔の地質

を勉強する機会を設けたりしております。 

また、天竜川ではありませんけれども、千人塚のほうまで出向いてカヌーの体験を

したりしております。 

また、夏祭りとか地区のいろんな子供会の行事等では、天竜川そのものは使うこと

はないわけですけれども、小さな河川とか、いろんなところを活用しながら、マスづ

かみとか、また、前沢川のほうでは漁業組合等でのマス釣り大会等も計画されて実施

されていることはご存じのことだというふうに思っております。 

また、学校でもプールでの水に触れる機会というものがあるわけですけれども、プー

ルが終わるときには着衣泳というようなこともしたりして、もし、水に落ちたときに

服を着たまま落ちたときにどうなるかというようなことを体験的に学習をしたりし

ております。 

また、東小学校の場合には、四徳学習として、夏休みの１日、５、６年生が四徳川

へ出かけて行って、四徳の学習を含めて、その川でもって水遊びをしてくるという、

そういった活動等も行われているわけです。 

したがって、わずかではありますけれども、そういった活動が続いておりますので、

できるだけ、それを大事にしながら、かといって、野放しにするわけにもいきません
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ので、現地点、学校のほうの約束、決まりごとでは、天竜川は子供たちだけでは行っ

てはいけないというふうになっておりますので、保護者、あるいは責任ある大人と一

緒にいろんな活動ができるようなことを、今、具体的に申し上げたことを中心にして

考えていきたいというふうに思っております。 

また、今、ちょっとお話がありましたけれども、国交省のほうの考え方も、地区の

声をよく聞いていただきまして、具体的に言えば、理兵衛堤防あたりのところも、大

人と一緒に下りていけば河原まで下りられる状況になっているかと思いますので、あ

あいった理兵衛堤防の学習を含めて、河床にある堤防の現場まで降りていくとかいう

ことも考えてもいいではないかと、また、天の中川河川公園のところに残されており

ます霞堤の名残なども一つの学習の材料になるかなということを思っております。 

いずれにしましても、同じことの繰り返しになりますが、保護者、あるいは大人と、

できるだけ、そういう機会を持てるようなふうに、夏休みには一研究で、実際に村内

の各地の河川の水質検査をした、そういった研究をまとめた子もおりましたし、そう

いう機会を多くしていきたいということを思っております。 

以上です。 

○２  番 （高橋 昭夫） 先日、合庁の伊那市の教育事務所へ行ってまいりました。私、一番

お聞きしたかったのは、その上部から、規制といいますか、これはあってはならない

というものがあるのかなあと思いましたもんで、次長、総務課長さんですけれど、お

聞きしましたら、「いや、そういうことはない。」と、こういうことを言われましたの

で、ほかのことを聞かず、喜んで帰ってまいりました。 

やはり、今、教育長さん、言ってくださいましたけれど、前向きに、その危ない危

険、寄ってはいけない、近寄ってはいけないという認識を変える、そして、これは、

やはり教えの水面であります教育委員会が教育現場から意識を変えていただくとい

うような形のものが、これは、なかなか難儀かもしれませんけれども、やはり、そう

いう一山越えていただいて、子供が、この天竜に遊ぶ、世界に一つしかないさまざま

な石を拾うとか、そういうじゃれじゃないですけれど、そして、今、砂がありません

けど、昔は砂で遊んで、そして、この川でスイカ泥棒をやったり、いろいろしたよう

で、戦争もやったようですけれども、今、その砂地が、何というんですか、植物、木

が生えて砂がなくなっちゃったっていうんですね、上流事務所の方に、前に、私、河

川公園といいますか、あそこのときに「木を植えたら。」って言ったら、それは堤防

が崩れるでだめだっていうお話がありましたけれど、きのう、ある方にお聞きしたら、

「じゃあ、川の中にあれだけ繁茂する木っていうものを何で切らないんだ。」と、こ

ういうお話ありました。本当にそうだと思います。ですから、そういうさまざまを、

やっぱし、本当に親しみの持てる天竜川にっちゅうのは、みんなで知恵を出し合って、

そのことが、これから発信する子供たちが、向こうへ行って悩みを持ったときにも振

り返れる母なる天竜でありますし、そうでない、この思い出の、そういうときの、本

当に清き水じゃありませんけれども、そういうものが、私は、表には出ませんけれど

も、すごく大事で、教えが大きいと思います。 
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教育現場から、本当、意識を前向きに変えていただいて、先生方、大勢おいでにな

りますので、知恵を出していただいて、子供が釣りクラブ等もありますし、それから、

先ほどお話ありました水生昆虫とか、そういう部分も、先ほどの天竜事務所はびっく

りしておりました。中川の子供たちはいい子で、本当に前向きに勉強して、一番参加

率が高いと言われました。ですから、そういう意味を加えて、これから、さらに、子

供たちが闊達な形に努力をしていただきたいとお願いをして、私の質問を終わります。

ありがとうございました。 

○議  長  これで高橋昭夫議員の一般質問を終わります。 

これで本日の日程は全部終了しました。 

本日は、これをもって散会といたします。 

ご苦労さまでございました。 

ご起立願います。（一同起立）礼。（一同礼） 

 

 

［午後３時１５分 散会］ 


